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:
れ
お
鎭
圓
に
於

V
,

は
こ
の

-龍

問

は

單

に

露

國

の

君

主

，と
 

の
^

^

の̂
舊
交
を
溫
め
ら
れ
お
の
み
'
 ̂

>國

王

：
.だ

賓

客
 

i

し
て
迎
ヘ
お
歐
洲
列
國
君
主
の
名
簿
は
鼓
に
®
長
さ 

れ
お
の
で
あ
る
。 

,

各
嵐
の
王
室
の
盛
衰
常
な
き
を
見
て
は
、
國
主
は 

-

ら
深
く
同
情
を
寄
せ
ら
れ
お
の
や
、
友
人
で
は
あ
6

、
 

姻
族
で
は
あ
6

且
近
く
賓
客
と
し
て
迎
へ
お
葡
萄
牙
國 

£

カ
ル
0

ス
が
、
皇
灰
子
i

共
に一

九
0

八
年
の
二
月 

二
日
に
リ
ス
ポW

、

鍵
せ
ら
れ
お
こ
と
を
聞S

お
特 

は
深
くP

哭
せ
ら
れ
お
。
葡
萄
牙
の
王
如
ァ
メ
リ
.1
は

. 

ニ
育
以
前
に
-ン
ィ
ン
ザ
一
に
各
國
の
高
貴
の
集
まC

V

お
' 

際
、
'實
に
.重
な
賓
客
で
あ
つ
お
。
國
王
、
王
奶
そ
リ
池 

の
皇
族
は
悲
哀
の
痛
切
な
る
をjl̂

さ

れ

ん

先

例
 

を
被
て
、
二
月
八
日
ア
ン
チH

.

ス
タ
廣
場
咐
近
.の
ス
ィ
'

S'ニ
、
シ
ユ 

>
。プ
レ

！

ス
の
セ
.ン
ト

、

ジ1;,̂ 
f

ム

ん
の
寺

院
や
默
逆
に
遭
ふ
お
、前
玉
の
爲
に
擧
行
し
，お
鎭
魂
跡
禱 

.式
に
參
列
せ
ら
れ
た
。
宗
敎
改
革
あ
6

し
よ
6

以
来
、

i

o

.

i

s

i

i

i

s

^

«

l

i

l

l

i

i

i

l

i

i

f

f

i

t

i

i

i

i

i

i

f j

i\

近

世

i
d

於

け

s

銀

行

の
 

中

蓮

動

i
l

就

て

.

高

島

佐

，I 

m

次

序

tm

道1

草
銀
行
の
組
織
上
の
集
ゆ
巡
動 

港
ニ
章
熟t

の
營
上
の
集
巾
述
動 

德1

節
叙
營
上
め
集
中
巡
勤
の
ル
容 

第
二
節
場
所
的
集
中
诬
聰
. 

t

ル
三
節
資
本
的
集
中
诬
數
の
二
種
無 

镇一

款
縱
斷
的
集
ホ
巡
動 

,
觅
ニ
款
横
斯
的
染
中
述
腊 

第
！
！

節
，
經
營
上
の
集
中M

動
の
敬
響

凡
そ
近
世
に
於
け
る
銀
行
の
組
纖
、
經
營
及
び
業
務 

の
上
に
作
用
‘せ
る
大
徵
カ
は
之
を
集
中
蓮
動
及
ぴ
.分
化 

運
動
の
ニ
と
爲
す
べ
し
？

惟
ふ
に
特
化
せ
ら
れ
，お
る
近
世
金
融
上
の
需
要
は
艱 

S

行
業
^

^

®
て
盤
然
お
.る
分
化
を
促
進il；

し
め
、
斬
く

七
ニ
六

の
#

、
是
が
嘴
矢
で
あ
る
。B

壬
の
内
意
に
よ
6

®rn 

セ
シ
ト
、
ポ
f

ル
の
：

g
i
f

や
更
に
記
忿
祈
禱
式
を
擧
行 

し
画
主
&

皇
族
i

共
に
'再
び
參
列
せ
ら
れ
お
。
上
下
兩 

院
と
ダ
上
奏
文
を
捧
呈
し
、
暴
行
を
怒
6

且
深
く
之
を 

悲
ひ
の
意
表
明
し
お
。
画
壬
の
衷
心
よ
6

出
で
お
同 

情
は
前
王
の
幼
子
に
レ
て
新
に
®

撒
牙
隨
£

i
な
れ
る 

マ
ノH

ル
の
上
に
注
か
れ
、
S

年
十j

用
ゥ
ィ
シ
ザ_

 

に
於
て
嘴
年
國
王
を
歡g

し
、
ガ
I

タ
I

動
章
を
授
け 

ら
れ
、
十

1

月
‘十
六
日
.公
式
の
宴
會
やr

歷
史
上
我
國 

最
古
の
同
盟
國
の
嗣
君」

と
呼
び
給
ふ
お
。

マ
ノ 

H

ル
. 

王
はH

ド
リ
i

に

玉

の

迎

へ

お

最

後

の

阔

賓

.や

あ

つ

お 

何
か
是
に
は
奇
し
き
因
緣
が
あ
つ
た
の
か
ダ
知
れ
ぬ
。
 

ア
ノ 

H

ル
王
の
國
王
i

し
て
の
經
歷
は
.極
め
て
綴
く
、
 

ギ
ド
ヮ
I
ド
王
の
崩
後
五
筒
月

な

ら

ざ
る
に
、
王
の
ほ 

民
ほ
共
和
政
體
を
樹
立
し
て
王
を
王
位
よ
ド
け
お
の 

で
マ
ノ
 

H

ル
王
は
難
を
英
國
に
避
け
ら
れ
た
。

\

を

は

力)

離

錄

分
岐
せ
る
多
數
種
類
の
，業
務
を
經
濟
的
に
遂
行
せ
し
が 

爲
に
謂
は
ゆ
る
銀
行
の
分
業
を
現
出
せ
る
ダ
の
に
し
て 

倫
敦
に
於
け
る
お
融
業
七
要
素
の
分
立
の
如
き
其
著
例 

な
ぐ
と
す(

j )

‘o 

,之
と
同
時
に
、
經
濟
發
達
し
資
本
の 

菩
積
及
！

5

資
本
需
要
の
集
中
愈
々
大
に
又
他
の
企
業
の 

資
ホ
的
經
營
の
®
力
ぁ
6
、
群
小
銀
行
間
の
自
殺
的
競 

爭
ぁ
6
、
更
に
：株
武
會
社
組
織
熱
の
横
琉
す
る
ぁ
り
、此 

需
要
と
趨
勢
i
に

應
ぺ
む
爲
め
♦
業
經
濟
上
に
集4?. 

運
動
勃
興
し
、
爱
に
艱
行
の
組
織
、
經
營
上
に
，
,

P

抵
抗 

す
べ
‘か
ら
さ
る
一
大
勢
力
を
醜
成
し
お
る
を
着
る
，ぺ
く 

英
、
獨
W
國
の
銀
行
業
に
於
け
る
集
中
運
動
は
其
模
範 

的
な
る
ゼ
の
也(

ニ
ニ
而
し
て
本
邦
の
銀
行
亦
大
勢
に 

順

行

す

る

の

，な
る
こi
は
器
易
に
驟
め
得
べ
しQ
 

依
是
觀
是、/

分
化
及
び
集
中
運
動
は
必
然
的
な
る
因 

果
關
係
を
有
す
る7?p

の
に
し
て
、
分
化
は
集
中
の
發
現 

を
前
建
と
し
て
先
づ
起
ろ
-、
集
中
せ
む
が
爲
に
分
化
ォ 

る
タ
の
な
る
が
故
に
、
二
者
は
近
世
.經
濟
の
逢
せ
る
双 

生
兒
な
ろ
i
觀
卞
る
こ
i
を
得
べ
し
。
傲J1L、

職
て
R

■
 

七
ニ
七 

’



:
を
厳
®
銀
行
の
謝
態
w
察
e
腐
膨
す
ル
ぱ
、
銀
行
業
分： 

化
：の
大
勢
は4-

九
世
紀
.末
略
，み
完
成
の
勝
に
建
せ
る.の
；
 

事
紫4

」
發
見
ず
べ
し
、
今
日
の
銀
行
界
の
大
势
は
、
斯 

か 

< 
銀
行
業
務
上
及
ぴ
銀
行
間
の
分
化
の
経
濟
的
•级
粟 

を
具
有
.す
る
所
.の
.集
£卞
運
動
が
、
組
織
上
に
、
將
お
經‘
 

濟
上
.に

，ぱ游
と
し
て
獨
を
邊
し
ぅ
す
る
を
觀

.
 

.る
也
。

今
、
此
集
中
運
動
の
働
因
、
大
勢
、
道
程
及
！

5

影
春 

に
H

6
て
其
經
濟
：

g

機
能
を
將
究
す
る
當
6
て
は
之
,
 

を
艇
織
上
の
集
中
及
ぴ
經
營
上
め
，集
中-に1
一
大
別
し
て 

各
別
に
®
.察
す
る
の
適
當
な
る
を
覺
ふ？

.

註
、(

！ ) 

F, wtraker. T
h
e

 >
I
i
y

 M
a
l
.
k
e
v

 pp. 

47 if.

■
F.

だ
.Steele, ivesent,dav Banliinir, pp. .36

し56, 

e

か
者
に
就
て
は
拙
譯

(

英
國
金
融
界
界
に
於
け
る
仰
立 

人〕

I

V
國
ほ
經
濟
雜
誌
第
十1?̂卷
策1

聰 

0
0

 

E, Steclc_j op. cit.j pp. 17-26,,

,
(
p comnt,..The l)rincipies df 

レ

iouey and 

Banking, 

v
o
l
.

-
M
J 

p
pr 2SSIS02,

s?-
M
I
ね

I

ね
II

li- 

rパ
象:<•

07

お
る
揚
A口
は
所
®
筒
人
組
纖
に
じ
て
當
然
無
服
貴
任
な 

す
、
法
人
が
艱
行
の
主
體
セ
る
場
合
は
：；̂
嫌
の
法 

®
に
依
6
.て
異
タ
、
獨
逸
法
系
に
あ6
て
は
八
nポ

、
合 

資
、
桃
式
、
桃
式
合
資
の
四
形
態
あ6
、
英
吉
利
法
系 

に
あ
/ノ
て
は
合
名
及
び
株
ま
組
織
を
普
通
と
爲
す
、
而 

L
て
其
貴
任
に
就
て
は
法
律
の
定
む
る
所
に
依
：るfc
o
 

今
や
進
み
て
銀
行
變
遷
の
大̂
^
叙̂
せ
ん
i
す
る
や
.
 

.
先
づ
近
世
め
意
味
に
於
け
る
桃
式
組
織
の
搖
篮
お6
し' 

英
國
の
史
跡
迪
る
を
適
當
と
爲
す
べ
し。
、

.

厳
古
.の
組
織
お
る
倘
人
親
行
經
營
上
の
長
短
易 

U

決
し
難
し
i
雖

ダ1

切
の
企
業
が
，資
本
的
に
經
營
せ 

，ら
る〜

近
址
經
濟
組
織
中
に
立
て
其
資
本
的
特
質
を
最 

ダ
顯
明
に
具
策
せ
タ
る
べ
か
ら
ざ
る
近
世
銀
行
紙
嫌 

しV

は
♦
次
湖
落
の
非
運
に
陷
る
を
免
れ
す
。

.一
八
三 

ニ
年
中
、
波
の
有
名
な.る
.JLofd A

v
e
s
o
j
i
e

は
媒
か
了'
 

業
が
株
式
組
H

i
し
て
成
功
せ
き
る
ぺ
き
理
由
•切
論 

し

お

雖

；

一)

事
實
は
お
反
對
の
，方
向
に
：走
ム
、 

株
式
組
織
滔
天
の
大
發
族
を
成
就
せ
る
具
中
に
あ
ろ
て

,

雜
：

錄
.
■

第

I

章

銀

行

G
.

組

織

上

の

集

企
業
の
：組
織
ふS

へ
.ぱ
言
ふ
迄
ダ
な
く
法
播
上
の
觀 

忿
に
屬
し
經
濟
上
の
槪
念
に
あ
ら
すi
雖
ダ
、
私
法
上 

„の
规
足
は
.槪
ね
經：

濟
上
の
必
；幾
ょ
6
發
生
し
、
組
織
上 

'の
變
遷
と
經
濟
上S:

進
化
i
の
間
に
は
一
定
の
旧
果
關 

係
を
有
す
る
の
な
る
が
故
に
，、
銀
行
經
營
上
の
集
中 

蓮
動
を
霞
す
ん
が
爲
I

、
其
前
提
と
じV

、

組
織 

上
に
现
社
れ
お
る
銀
行
の
變
遷
、
之
を
具
象
し
て
雨
へ 

ぱ
、
筒
人
組
織
ょ
6
桃
ま
®
織
ぺ
の
漸
展
、
推
®
の
原 

由
.及
び
大
勢
を
略
叙
し
、
進
ん
や
其
影
春
に
論
及
せ
ざ 

.る
べ
，

gj

ら
ざ
る
也
。

按
ず
る
に
彼
の
經
濟
的
機
能
相
似
お
る
所
,

な

g
,

ら

る
保
臉
業
の
主
體
に
就
て
は
各
國
の
法
制
槪
ね
法
人 

お
るk

J
〜

•

を
要
伸
と
爲
す
に
拘
ら
卞
、
わ
が
銀
行
の
組 

織
に
就
は
瑰
特
銀
行
を
除
く
外
、
組
織
自
由
の
主
義 

を
採
用
す
る
，ダ
の〜

如
く
、
卽
ち
自
然
人
お
る
と
法
人 

せ
る
と
を
問
は
：ざ
る
也.。
而
て
ま
然
人
が
銀
行
の
主®

r；；
I
f t

I
P；

筒
人
銀
行
は
急
速
に
湖
落
し
行
き
、

j

八j 

0

年
す
、 

偷
敦
手
形
交
換
所
組☆
員
名
傭
に
列
し
お
る
筒
人
銀f 

四
十
六
、行
は
今
や
懂1.
^
ー
 

行
を
殘
す
の
み
、
而
し
て
斬 

か
る
倫
敦
金
融
界
の
狀
態
は
地
方
に
ぁ
ん.て
，̂
全
然
具 

校
を
一
に
せ
6
、
然
ら
ぱ
英
國
以
外
の
諸
画
の
欺
況
は 

.如
何
。

f
tみ
れ
ぱ
株
ま
組
織
に
依-

On

て
適
當
に
經
營
せ
ら
る

ぺ
き
例
外
的
企
業
の一

i

しV

銀
行
業
を
舉
示
し
お
る

A
d
a
m

 S
I
I
,

の
所
論
の
後
を
承
け(

ニ) 

Walter

B
a
g
e
h
o
t

は
桃
武
組
織
に
適
す
る
要
件
を
 

、

一
、
資
本
金
は
經
營
資
金i

し

て

直

接

使

ら

す

^

々
公
衆
の
信
用
を®

ふ
保
證
貴
任
の
&
質
を
帶
ぱ
し 

む
る
を
以
て
足
るsj

と

ニ
、
事
業
の
性
M
多
少
、
獨
ほ
的
に
し
て
：：

Ilf

つ
一
定
の 

執
務
掌
程
に
依
趣
し
て
經
營
せ
ら
る
べ
き
こ
と

- 

三

-
S
Aの
資
力
を
以
て
經
營
す
る
こ

-y

難
き
大I??!'

填

‘
 

の
事
業
た
る
こ
i

と
爲
し
、
銀
行
業
の
此
要
仲
に
適

<
2,̂

•る
こ

七ir

九

i

l

l

s

：|

II:

お

.



：|

雜

錄

08

し
英
國
株
式
艱
行
の
成
功
の
偶
然
に
あ
'ふ
ざ
る
を
承 

龍

し

て
f
f
iに
擎
を
轉
b
て
、
斯
か
ふ
成
功
は
他M

に
於 

て
ダ
同
襟
に
期
待
せ
ら
れ
得
べ
き
か
に
至6
て
は
大
な 

る
疑
問
な
タ
-
^論̂
定
し
お
ヶ(

三)

乍
胖
爾
来
年
を
関
す 

る
爱
に
四
十
年
、
今
日
の
歐
洲
大
塵
の
經
蘇
狀
態
は
千 

八
百
七
十
年
代
の
.失
れ
に
.あ
ら
ざ
ん也

、
然
6

然
ら
、
d
 

彼
の
獨
、
靈
サ
に
於
け
る
视
式
艱
行
の
現
狀
は
如
何
。

獨
逸
に
於V

M

にr

八
七
五
年
艱
行
法
の
制
定
に 

依
6

て
秘
立
銀
行
の
銀
行
券
發
行
權
は
大な
る

制
限
を 

蒙
6
、一

方
に
於
て
は
購
銀
行
則
業
務
感
に
行
ふ 

が
爲
に
潜
資
の
.必
要
あ
'
、̂
他
方
、
更
に
同
國
銀
巧
の
特 

色
お
る
企
業
關
摊
の
業
務M

ち
起
業
證
券
業
務
を
營
む 

が
爲
t

大
資
本
の
拂
込
を

必
要〜

爲
す
あ
6
.、
又
筒
普 

の
直
接
®
因
と
し
て
はf

八
丸
六
年
の
株
式
引
取
引
法 

の
制
定
あ
-
^
、J

九
0
.
0乃
至
ニ
年
の
金
融
恐K
あ
6
 . 

此
等
は
I

て
會
社
組
織
、
殊
に
大
株
式
組
織
の
艱
行 

を
勃
與
せ
し
む
る
の
機
運
を
爲
し
.お

る

；̂
5
3の

に

，
し

て

、 

例
へ
ぱI

八

九

七

年

に

於

て

"
は

伯

林

所

在

の

筒

人

艱

行

セ
ニ10

四
+
八
行
は
株
式
銀
行
に
合
併
せ
ら
れ
お
る
が
，如
き
、 

或
は
多
激
め
.銀
®

 

航
6
て 

事
實
上
の
併
合
と
敢
行
せ
ら
れ
た
る
が
如
しo'
而
て
英 

國
の 

L
l
o
y
d
s B

a
n
k

 

创
蘭
西
の Credit Lyonnais 

re 

井
にrj±l.

界
の
一

一

一

大

株

式

艱

行

-
^
'
稱

せ

ら

る

、Deutsche 

B
a
n
k
,

は

ニ

億

萬

馬

克

の

柳

込

.
^
有

す

る

株

式

銀

行

に
 

し
て
其
他 Dlskonto 

GesdiscKaft, 

Dresdner B
a
n
k

 

(

共
に
挪
込1

一
億
萬
克)

D
a
r
m
s
t
s
t
e
r

 

B
a
n
k

 

(

之
は 

B
a
n
k

 iOr Efandel 

u
m
r
l
n
d
u
s
t
r
i
e
.

と
別
哪
せ
ら
る)

以
下
の
贈
はt

'.

る
伯
林
八
大
銀
行
は
總
て
是
れ
株
式
組 

織
に
.
ら

る

な

し

。
 

"

,

又
佛
蘭
西
の
金
融
經
濟
發
奥
の
順
序
は
獨
逸
の
夫
れ 

と
酷
#
す

る

ダ

の

，
あ

-
^
。

而

し

て

總

て

株

式

組

織

に

し
 

て
逐
年
靖
資
を
行
ひ
來
れ
る
佛
蘭
®
三
大
銀
行
は
夙
に 

一
九
0H

I

年
に
於
て
、

c
r
£
i
t

 

L
y
o
n
n
a
i
s

は
三
意
萬
を
、 

com^Dtoir d

だs
c
o
m
p
t
e

 

及

び

すci6t6 G
6
n

ルrale 

は 

各
々！
一
億
萬
法
の
拂
込
を
了
し
お
る
を
見
る
べ
し
。 

若

し

失

れ

各

國

の

，
中

央

銀

行

以

下

特

殊

銀

行

义

は

特

,09

權
銀
行
の
組
織
に
至6
て
は
大
槪
、
株
或
お
る.こ
/
'を
：
 

要
件
と
爲
す
ダ
の
、'瓶
し
。

次
に
此
株
武
組
織
は
本
邦
に
於
て
ダ
亦
顯
箸
な
る
ダ 

の
ぁ
-
^、
大
正
！

1

年

六

月

の

現

在

銀

行

數

ニ

キ

百

.
^
:
^
十
 

0

行
中
株
式
韻
行
は
千.九
百
二
十
®
行
に
し
ぐ
八
割
九 

分
强
を
占
め
、
資
本
金
總
額
は
八
億

1

千
九
百
七
十
五 

寓
ニ
チ
五
百
六
十
五
屬
中
、
桃
式
銀
行
資
本
金
總
額
は 

七
億
八
牛
八
百
九
十
萬
九
千
六
百
圓
に
し
て
九
割
六
分 

强
を
示
せ6

。
但
し
以
上
ひ
計
數
は
外
画
銀
行
を
除
外 

せ
る
？

の-
一̂
す0 ( 
0
 

)

株
武
银
行
の
百
分
率
に
就
て
、
資 

本
金
の
百
分
率
が
行
數
の
失
：

^

に
趣
ゆ
'る
听
以
の
者
は 

株
式
組
織
銀
行
が
槪
ね
大
資
本
を
德
有
す
る
と
特
殊
銀 

行
の
組
織
は
法
歡
上
の
要
件
1
0し
て
桃
式
組
織
お
ら 

る
ベ
か
らfl;.

る
と
に
.原
由
す
る
ダ
の
i
8
ら
，日
マ
べ‘く
、

又
其
览
加
率
が
吾
人
の
想
像
す
る
如
く
爾
が
く
甚
だ
し 

か
らfi,

る
所
以
の
ダ
の
は
彼
の
六
百

HI

十
行
を
算
す
る 

小
資
本
の
貯
菩
銀
行
が
總
て
株
式
組
織
，お
る
乙
と
其

I: 

H
な
ろ
.と
觀
.
b
:得

る

也

。
.
本

邦

に

於

け

る

^

組

織

横
 

雜
.
 

' 

錄
‘
:

流

の

規

象

は

、

.情

U

叙

上

の

統

針

の

之

を

立

證

す

る

の
 

み

な

も

卞

、

吾

人

は

.毎

月

必

卞

！ I
】

二

の

株

式

組

織

へ

の
 

f
f
i
織

變

更

及

び

合

併

を

見

ざ

る

な

き

の

に

缴

し

 

て

明

瞭

な

る

ぺ

し

。

，

 

f

來

6
ベ

I

組

織

と

レ
 

は

各

圆

共

通

の

趨

勢

.に
し

て

、

正

に

他

の

企

業

®

態

に 

現

は

れ

お

る

第

十

九

世

紀

未

の

組

織

及

ぴ

經

營

上

の

大
 

勢

i
歩

調

を

共

に

甘

3
^

を

見

る

べ

し

。

果

し

て

然

ら

J
 

此

勢

の

由

來

す

る

所

は

何

ぞ

や

。

思
ふ
に
、
獨
國
に
於
、け
る
株
ま
取
引
所
法
、
又
は
本 

邦
の
營
業
桃
率
め
蘭
係
と

S

ふ
如
き
特
殊
原
0
は
此
大 

勢
を
說
明
す
る
に
足
ら
す
、
其
原
因
は
廣
く
求
：§
、
，以 

て
糖
式
組
織
於
通
有
せ
る
經
濟
的
特
色
と
捉
べ
ざ
る}^
 

ら
す
、
蓋
し
此
經
濟
的g

賞
0
存
す
る
あ
6
、
此
企
業 

形
！̂
は1

郁
め
て
近
世
資
ポ
制
の
下
に
寵
幸
を
專
ら
に
す 

る
.
3
=至̂
6
お
る
75::>
の
な
れ
ぱ
也
。
 

.

然
ら
ぱ
株
式
組
織
の
經
濟
的
特
色
と
何
ぞ
や0 .

M
a
r
s
h
a
l
r

は
桃
式
組
織
の
最
大
重
黯
を
重
役
制

七：三
1

fi><j

き，;
fj
1

断

111'
||

s
iぐ： .：レリ：：；

I；



fjrf
i 

V

度
に
置
き(

五
*

)

。'prof, 

s
e
l
i
g
^
m
a
n

は
其
特
霄
を
株
ま 

.
制
度
、
有
服
青
任
制
度
及
か
無
限
存
績
制
度
の
三a
に 

ま
め
た
6(
六)

。
按
卞
る
に
無
服
ネ
續
制
度
は
之
を
賣 

く
會
社
組
纖
の
要
點
-
爲̂
すX

 
く
レ
て
未
だ
嫌
組
嫌 

の
專
有
す
る
特
質
と
爲
す
に
足
ら
ざ
る
也
、
且

つ

，

fp

併 

解
散
の
感
行
せ
ら
る
、
現
今
の
企
業
界
の
狀
勢
に
觀
れ 

W
、-
少
く
と
ダ
之
を
他
の
二
者
と
並
立
せ
し
む
る
の
不 

適
當
な
る
を
覺
ゆ
、
而
し
て
予t
t糖

織

の

重

點

と
 

し
て
は
、
第
！.
 

株
式
制
度
、
之
に
亞
ぎ
て
重
役
制
度 

及
ヴ
有
限
貴
任
®
度
を
數
ふ
る
を
以
て
足
る

iills

卞
る
'
 

ダ
の
に
'し
て(

七)

0.
此
三
將
質
だ
大
欽
資
の
誘
引
の
料 

i
な
6
、
資
本
制
下
の
企
業®
態
と
し
て
大
.な
る
發
達 

を
成
就
せ
る
ぢ
の
な6
と
す
。
而
し
て
之
を
更
に
銀
行 

業
i

s
ふ
，
のj

企
業
に
卯
下
げ
て
檢
式組

織

.
の
適
八
ロ
生 

を
袖
出
し
定
義
せ
む
と
欲
す
ル
ば
、
共
通
的
な
る

！
二
重 

謝
の
外
は
、
今75P

爾
® 

s
a
g
e
h
o
t

が
擧
示
し
お
る
败4̂

 

得
の
有
効
な
る
を
覺
ゆ>0

也
。
終
ろ

に

臨

み

，̂ j

言

を
 

必
要
そ
爲
す
ダ
の
は
、
彼
の
コ

I

井
、
住
友
、
鴻
1
、
安
'

I
ii；

分
率
を
算
出
す
る
に
隙
し
外
國
歡
行
を
除
外
し
れ
る
は
、
 

其
資
本
金
の
性
賞
不
狐
な
る
が
故
也)

’

(

五〕
P
r
o
f
/
A
.

 

M
a
r
s
h
a
l
l
,

 

p
r
i
n
c
i
p
l
e
s

 

o
r Ec

o
n
o
m
i
c
s

 

V
o
l
.

 

I
, 

p
.

 

§
v
 

、

(

ム
ノ) 

P
3
f
.

 

seligman) 

PrincipTes 

K
c
o
n
o
s
i
c

力

"Dtj.

(

七)

上
田
教
授
、
株
式
會
就
の
農
とs
'
 

S

民
S

雜
；

1

 

十
五
、
ニ

一
)

參
照
、
 

‘
，
 

木
諭
文
は
株
或
會
社
の
經
濟.上g

要
動
を
棘
或
制
挽
、

,

霜
役
制
腐
、有
服
責
任
制
庶
と
爲

-

形
或
識 
>

(

法
徘
觀) 

及
び
渡
-
®
！

(

輕
濟
觀：}

に
百T

て
情
透
な
る
研
究
を
行 

へ
る
の
也

第 :

の
集

平
銀
行
の
經
營

:
,
. 

中

蓮

動

..

第

一

節

I經
營
上
の
集
中
連
動
の
内
群 

經
營
上
の
集
中
運
動
論
は
本
稿
の
.焦
點
を
爲
す
ダ
の 

な
る
を
以
て
比
較
的
詳
»
な
る
研
究
を
行は
ん

i
す

、 

依
6
て
コ
^
}
を

場

所

的

集

中

と

資

本

的

集

中

と

に

大

別

し
 

資

本

的

集

中

は
X
別V

同

性

賈

の

業

務

の

集

中

及
 

雜 

綠
.

田
銀
行
の
如
ぎ
家
族
的
株
式
銀
行
及
び
一
一
襄
合
資
會
能 

銀
行
部
の
如
き
廣
瓶
法
に
依
る
筒
人
的
合
資
組
繊
銀
行

ざ
る
如
し
i
雖
と
も
、
‘廣
督
窗
廳
の
認
可
方
針
に
し
て 

中
正
な
る
を
得
ん
か
、
經
濟
上
何
等
の
‘差
支
な
き
こ
と 

を
得
べ
し
"
蓋
し
此
等
は
法
律
の
命
す
る
所
に
依/

0

て 

其
組
織
を
公
ま
し
ハ
其
營
業
報
吿
を
公
に
す
る
の
み
な 

ら

ま

銀

行

業

、
保
險
業
の
如
き
資
本
の
全
部
を
拂
込 

む
必
要
な
き
事
業
に
あ.み
て
は
、
其
挪
込
轉
金
は
货 

借
對
照
ま
上
資
產
の
都
に
表
は
れ
、
支
鄉
能
力
の̂12^ 

モ
大
な
る
少
數
の
資
本
家
が
株
主
お
る
場
合
に
は
、
多 

數
糖
主
の
出
資
に
俟
て
る
糖
式
會
社
比
攻
じ
、
^

て 

宏
全
な
る
を
得
ぺ
け
れ
ぱ
なi
。

討

(
一
)

Walter Bagehot, Lombard 

-street, p
.

じ52.

(

ニ
.レ
 

A

ふ am .smi'ch. Wealth of Nations) "vol..V: ch:i.p, L 

.prof, Dunbar, The Theory 

;
E mstorv of 

.
 

Banking, ;pp.

ご 2.

> 

Q
o Bagehot) 

り
 pp.24:5, 246,

(

5

k
京
行
通
信
錄
、
大
正
ニ.年
七
月
被
統
げ
爽

(

发
に
百

牲

質

の

，，蒙

務

の

藥

中

爲

し

.別
論
.ず
る
を
.適
當
1
C爲
す

也
。
.
 

.

#本
癒
に
入
る
.に
先
立
ち
て
注
意
せ
さ
る
べか
ら
ざ
る 

}

頂

は

と
經
營
スf

の
關
係
な
6
と
す
、
憶
ふ
に
旭 

織
は
法
律
上
の
'觀
念
は
し
て
經
營
は
經
濟
上
の
觀
念
れ 

乍
併
、
筒
人
組
織
は
小
經
營
に
適
し
、
桃
式
組
織
は
火 

f

に
適
當
ず
とS

ふ
が
如
く
組
織
の
大
小
と
經
營
の 

.
大
小
と
の
間
に
は
I
s
の
因
架
律
を
有
し
、
組
織
上
の 

®
.遷S

經
營
上
の
變
革
を
伴
ふを
常
と
す
る
こ
/
Cは
黎 

め
之4s；

諫
知
す
る
を
必
要
と
爲
す
也0

第
二
節
場
所
的
集
中
運
動 

觀
行
經
營
の
場
所
的
集
中
及
ぴ
將
練
地
點
的
集
中®,
 

動
は
偷
敎
、
細
育
、
伯
林
、

.H;}

里
、
東
京
等
に
就
て
觀 

る

を

®
當

な

6
と

す

◊ 

'

曾

て.Bagehot :

が
偷
敦
ー
市
に
於
け
る
總
預
金
は 

EJ

里
、&

$
E
:

及
び
獨
逸
帝
H
に
於
け
る
预
金
龜
紙
の
，ニ 

倍
强
に
當
る
と
計
算
し
お
る
如
き

(

一)
j

八
七
0
年 

の

絶

對

優

捷

の

地

位

は

之

を

今

日

の

偷

敦

に

期

：
^

す

る

七
三
.
三

ElI

if

W



I，ぃ::’':i

ill
い; ’‘/ . 、1
'か :I','
レ ，

；s^；：

こ
と
を
得
卞
i
雖〜

ダ(！

ご
英
蘭
及
び
咸
爾
斯
に
於
け 

る

約
五
千
六
百
の
營
業
所
の
三
分
の

J;

は
偷
敦
に
在
ろ 

昨
年
に
於
け
る
倫
敦
交
換
所
の
手
形
交
換
高
百
五
十
九 

億
萬
膀
を
越
え
、
，
今
猶
は
隨
際
金
融
中Y§と
し
て
'

⑩
界 

的
の
手
激
变
換
所
の
役
割
を
演b
つ
.

〜

あ
る
也
、
蓋
し 

S

國
の
銀
行
資
金
の
大
部
分
は
是
に
移
動
し
行
き
て
內 

國
手
形
の
振
宛
地
お
ら
し
め
、
各
商
業
®
の
取
引
決
濟 

角

の

僵

亦

英

京

に
—

し
行
き
て
偷
敦
を
し
て-
S際
，
 

手
/形
の
支g

地
た
ら
し
む
る
の
商̂

は

第

十

九

：％
1

ぜ
 

未
葉
：

年
を
開
し
て
變
る

C
と
な
け
れ
ぱ
也(

三)

是 

れrS

國
銀
行
は
勿
偷
、
他
界
に
於
け
る
第
一
流
の
銀
行 

爲
替
銀
行
、
植
民
地
艱
行
と
し
て
其
本
、
支
店
を
偷
敦 

に
蘭
設
せ
さ
る
ダ
の
な
き
所
以
に
し
て

(

四)
1
.
^

嘴
j 

度

一

地
方
に
®
據
す
れ
ぱ
、
之
を
捨
てfo

る
の
情
性
あ 

る
こ
i prof. M

a
r
s
h
a
l
l

の
所
説
の
如
き
特
勢
の
在
る

f

、(

五)

數
千
の
銀
行
營
業
所
が
翁
然i

し
て
偷
敦 

に
®
集
せ
る
は
毫
ダ
怪
む
を
須
，

る
也
。

■

'
米
國
銀
行
業
の
中
堅
お
る
國
立
銀
行
は
特
立
銀
、行
制

七
ニ
S

度
を
法
定
せ
ら
る
、
料
故
に
、
支
店
制
度
に
依
る
場
听 

的
集
中
は
爲
に
大
に
阻
止
せ
ら
る
と
雖
と
ダ
、
之

y

 

代
ふ
る
に
準
備
市
制
度
あ6

金
融
勢
力
の
集
中
の
方
向 

は
聚
合
準
债
金
の
移
動
の
方
向
に
ま
向
す
る
の
狀
勢
を 

有
し
、
米
國
に
於
け
る
大
國
立
銀
行
は
鶴
て
三
ホ
央
準 

備
市
に
集
中
し
、

N
e
w

づo
r
k
,

 

C
h
i
c
a
g
o
,

 

S
t
.

 

L
o
u
i
s

に 

所
在
せ
る
六
十
ニ
行
の
國
立
銀
行
の
銀
行
資
金
は
、
全 

米
画
に
於
け
る
五
千
明
白
十
二
行
の
國
立
艱
行
の
總
銀 

行
資
金
の
ニ
ー
割
を
德
有
し
、
更
に
t

t

言
市
：五
大
銀
行
の 

銀
行
資
金
は
全
國
國
立
銀
行
の
總
艱
行
資
金
の
.

一
割j 

分
强
を
割
有
ず
；

J

い
ふ(

J

九

0

四
年
末
調)

(

六

j

以
て 

絲
育
市
に
於
け
る
集
中
運
動
の
爆
烈
の
S

度
を
想
見
す

ぺ
し'• 

.

次

に

#

、

親

兩

市
に
於
け
る

特

殊

地

點

的

集

中

に

至

て
は
他
に
類
例
を
見
タ
る
所
に
し
て
、
其Lom

bard  

s.treet  

.及
ぴW

ali  S
tre

e
t

は

.其
最
《
模
範
的
な
る

,,

p  

の
也
。

伯
林
及
か
巴
里
に
於
け
る
此
現
象
は
爾
者
t

々
其
道

i

i

i

n

I

いて

0

11：

程
を
溪
に
せ
6

i
雖
と
ダ
、

す
れ
ぱ
、
甫

國

各
 

地

に

散

在

し

セ

る

大

銀

行

は

政

'
;
^
上

の

ホ
炎
集
權
の
色 

.彩
漸
次
鮮
明
な
る
‘に
伴
ズ

化

々

，’其

支

店

を

首

都

に

開
 

設
し
、
.更
に
政
治
上
、
灘
.濟
上
の
理
由
及
び
今
日®
未
.
 

だ
.普

通

銀

の

上

に
E
大
の
勢
力
を
有
ず
る
中
炎
銀
行 

と
の
關
係
ょ
<
:、̂
其
重S

は
漸
を
以
て
首
都
に
於
け
る 

T

乂
店
に
推
移
じ
ゆ
き
、
遂
に
は
彼
の
卿
逸
の

D
resdner 

：B
a
n
k

叉
は
佛
蘭
西
.のc

r
&
i
t

 L
y
o
n
n
a
i
s

の
如
き
、
其 

支£
5

を
擴
張
し
て
伯
林
又
はG
里
に
於
け
る
大
銀
行
お 

ら
し
む
る
に
至
れ
るダ
の
に
し
<
、
今
や
货
逸
の
八
た 

銀
行
佛
蘭
W
の
三
大
銀
行
は
同
時
に
伯
林
の
八
大
銀
，行 

巴
里
の11

一
大
銀
行
お
る
の
槪
ぁ
タ
、
斯'ゆ
如
く
し
てj 

度
集
中
し
お
る
其E
大
の
#

力
を
以
て
反
對
運®
を
®

に

向

け

各

首

激.の
銀
行
は
兩
國
の
全
土
に
H

,れ
る

店

鯽

を

張

ろ

た

る

也0
、

1

ぎ
み
て
®

近
此
趨
勢
愈
々
盛
な
ら
ん
i

す
る
我
ぱ
東 

京
に
放
け
る
場

Is:：

的
集
中
運
動
を
^
^
れ
ぱ
其
由
來
す 

る
所
、
，
政
治
、
經
濟
上
の
集
中
運
動
及

’
®
中
央
'銀
行
と

m

錄

の
開
係
に
基
け
る
?
'の
な
る
こ
と
を
举
ふ
べ
か
ら
卞
、 

殊
に
看
過
す
ベ&

ら
ざ
る
は
普
通
銀
行
に
對
す
る
ホ
央 

銀
行
の
再
割
引
政
策
の
勢
力
也i
す
、
靈
し
普
通
銀4

す 

の
預
金
吸
收
力
の
®
進
は
到
底
其
資
出
資
金
の
需
要
雄 

中
の
糟
大
に
及
ぱ
卞
し
て

！ ！

三
の
大
艱
行
を
除
外
ず
ル 

ぱ
其
割
引
を
爲
す
や
直
に
走
て
中
*
銀
行
の
再
割
を 

求

，
む

る

の

風

あ

ろ

、

而

し

て

中

央

，
銀

行

に

於

け

る

；#

割
 

引
能
力
は
地
方
に
於
け
る
中
央
銀
行
支
庙
の
失
れi
比 

較
ず
べか

ら
！！；

る
ダ
の
あ
れ
ぱ
也
。
郎

槪

觀

す

れ

ぱ 

我
'
金
融
狀
態
®
!
八
七0

年
代
の
英
國
、
今
世
紀
の 

始
期
に
於
け
る
獨
佛i
伯
伸
の
間
に
あ
，‘リ
て
、
銀
行
利
‘
 

率
は
完
全
に
市
場
利
率
を
支

g

す
る
の
織
力
を
有
す
る 

を
見
る
他(

七)

、
殊
に
東
京
及
ぴ
大
阪
兩
市f
c於
け
る 

最
近
，の
集
中
の
狀
態
を
比
較
す
れ
ぱ
更
に
此
論
據
を
强 

か
ら
し
む
る9P

の
あ
か
、
統
計
を
按
卞
る
に®
京
手
® 

交
換
所
組
合
銀
行
は
明
治
西
十

11

年
の
五
十I1行

ょ
..：V 

大

尝

年

六

ガ

、
六

十

行(

内

、本
座
二
十
ニ
行
、支
店 

二
十
八
行)

に
潜
加
せ
る
に
對
し
、
大
媒
に
あ6
て
は

.

.七m

五

!

,1

I



i

r 

S- 

„

、
 

-> 

t 

,

ビし
 

.
 
-'.'.AM/ 

•.

'’....

ド

.ソ

’V 

リ
ゾrl
i
.
r
!
,

---

... 

,
>
.
-
v
-

ニ.I
,
.
f 

f

り
‘，h
,
:
‘ 

ナ
’’ ：し\-/1"::„-: 

‘‘
.
 

I

,
'
ふ l—

J. 

t 

と
；，，

•, <r-'U; 

! ，‘

I -

-

-
- 

s
l
i
t
i 

1
1
/

..
パ
s.,.

マ
.
-
'
け

K.‘v

.ゥ 

'if l.v 

,v.... 

..,:T 

T, 

, 

:.:

,..
 ,

...... パ

.

.

.

.

.

.
-
, 
ん
：？
v
,
一sぐ々：：
パ̂
"シ...ン

. 

.. 

K
:
,
.

1
,

.

ゆ
‘

5
.

な

お

 

f 

> 

ぃ：
A
"

.

〜

r
,
.
!
,
.

、

--.I’'じ-:;/-:

-.-I-..、
：
. 

!•, 

>. 

. 

,■> 

>
<l.«..,. 

-
i
t
v 

n 

>
.
-
-
-
.
-
1 

w

メ
，

’
-
'
.
r
r
T 

.

.

. 

.

.

.

r

 

.‘：.p-l-T:-.:-

雜

錄

14.

i
i
m■■、つ，！

明
治
四
十
ニ
年
にM

十

J

行
を
示
#
る
同
手
形
交
換
所 

組
合
艱
行
は
瑰
今
#
ほ
依
然
と
し
て
ぱ
+

一
 1 

了
 

本
店
二
十
ニ
行
、̂
店̂
十
八
行)

に
停
滞
し
絕
へ
て
增
加 

，の
'勢

を

示

さ

か

る

を

見

，
^
、

：

而
し
て
藍
督
官
廳
の
銀
行 

新

設

の

認

可

方

針

厳

重

な

る

，裡

：
に

あ

6
て
、
地
方
銀
行 

を
賈
牧
し
て
其
支25
を
首
都
に
設
け
以 
< 
實
賞
上
の
東 

京
銀
行
と
し
て
行
狹
を
擴
張
す
る
の
年
ダ
甚
だ
少
し 

と
せf

o

る
也
。
次
に
金
融
上
の
勢
力
の
集
ホ
に
至'6
.
V
Z
.

 

は
更
に
大
な
る
ダ
の
あ6
、
東
京
の
五
大
銀
行
は
本
邦 

の
五
大
銀
行
を
以
て
目
す
ぺく
、
又
拂
込r

千
寓
圓
以 

上
©
,普
通
銀
行
は
全
國
を
通b
て
0
行
、
而
し
て
總
て 

東
京
市
中
銀
行
お
-

0

以
て
本
邦
に
於
け
る
場
所
的
集
中 

運
動
を
醫
見
す
ベ
じ
。

註

(
！
) 

Bagehot) Lombard' street..

ゴ‘
 4

.

.

.

0
1

し Steele, .present-da

づ
 wanting,i>,.21.

(Ill) 

Straker, The Money Market) pp, 31 ff.
(ID 

do, .p. 46,

C. ciDt, :rhe‘Principles of 

Moncv and 

B
a
&
n
g
/
y
o
L

 II. p. 200,’

(

五)
Prof, 

Marshall, 

Principles 

of E
c
l
m
i
c
s
,
p
,

 

271-

(

六)
conant, 

i?/,, 

a
.
r
, 

:pp, 

290, 

291.

(

七)
do./.p, 

281.'

(

八)

康
京
銀
行
過
信
錄o

r

七)

統
計
丧
寒
M

、

！
第
三
節
貴
本
的
集
中
運
動
の
二
種
類 

第

，
一

飾

に

叙

說

せ

る

如

く

資

本

®

經

營

集

中

運

動

は
 

.

同
牲
質
の
業
務
の
集
中
及
ぴ
異
性
賞
め
業
狹
の
藥
中
？

4
, 

ニ
別
す
，る
を
適
當
i

爲
す
、
而
し
て
前
者
は
横
諧
的
に 

同
性
賞
の
業
務
を
集
中
し
進
ん
で
同
性
賞
の
多
數
銀
行 

を
連
衡
し
て
之
ふ
一
大
經
營
の
卞
に
包
摘
す
る
ダ
の
を 

S

ひ
' 

後
者
は
縱
斷
的
に
異
性
質
の
業
務
をj

括
經
營 

じ
進
み
て
同
®

又
は
異
a

の
多
數
銀
行
を<

ロ縦
.-}

て
之 

を
一
大
經
營
の
下
に
羅
敦
す
る
タ
の
をS

ふ
。
英
®
銀 

行
の
集
中
運
動
は
前
者
に
屬
し
、
獨
國
銀
行
の
集
ホ
運 

動

ほ

後

者

の

適

例

な

S

ふ
べ
し
。

而
し
て
集
中
運
動
.中
の
館
全
に
し
て
重
要
な
る
ぢ
の 

は
實
に
前
者
に
し
て
、
：，吾
人
本
論
に
於
て
詳
錄
を
期 

す
る
所
ダ
亦
-前
者
に
外
な
ら
ざ
る
也
、
故
に
後
者
に
就

I
h
iI

i：

P
Mm
I#i
P.

I.:

!■

15

て
は
暴g

に
極
め
て
筒
單
な
る
大
體
諭
を
試
み
頃
者
動 

ダ
す
れ
ぱ
本
邦
銀
行
に
於
け
る
經
營
方
法
に
し
て
獨
國 

銀
行
の
後
を
追
は
ん
と
す
る
ダ
の

〜

地
位
を
窺
ふ
一
資 

料
i
爲
さ
ん
と
欲
す
。

'

.第1

款

，
維
斷
的
集
中
蓮
動.

.
縦
斷
的
經
營
禁
ホ
の
模
範
的
な
る
の
は
，之
を
獨
逸 

の
銀
行
經
營
に
於
て
發
見
す
る
こi
を
得
べ
し
。
唯
ふ 

に
其
英
画
の
銀
行
と
異
な
る
要
點
は、
.j 4̂

、

英
國
銀 

行
の
所
W

W
則
業
狹
ム
h Re

g
u
m
r
e
-
G
e
s
c
l
t
e

 

.
卽
も 

信
用
業
務
"へ&e

d
i
t
-
G
e
s
c
l
>
s
e

 

ニ
を
冷
ふ
と

他
方
、
起
業
、
證
券
發
行
業
務

G
&
d
u
n
g
s
-
u
n
d
,

 Emis- 

sionsgeschafte "

を

兼

ね

營

に

あ

ろ

、
之
を
具
體

的
に
購
へ
ぱ
、
英
國
に
於
け
る
預
金
艱
行
i

金

社
 

F
i
n
a
n
c
e

 

c
o
m
p
a
n
y
:

米
國
に
於
け
る
普
通
銀
行
と 

信
託
業
會
社4
r
u
s
t

 

C
o
m
p
a
n
y

 

ニ
の
業
務
を
兼
營
す
る 

の
®

合
銀
行
お
る
に
あ
キ.
實
に
獨
H

艱
行
の
特
質
は，
. 

.

其
業
狭
の
分
岐
せ
す
、
、銀
行
間
に
分
業
な
き
に
あ
ろ
、

獨
.國

銀

行

は
- B

a
n
k
e
r

に
し
< -

Financier

を

雜

錄

兼
ね
、
，

ごentrpereneur》
一
を
兼
め
るîp

の
也
。
ぉ
の 

伯
林
八
大
艱
行
中
卓
然
と
し
て
藤
者
の
地
：
^
に
據
6
其 

ノ
資
本
金
は
帝
H
銀
行
に
優
6
て
ニ
億
萬
馬
克
の
挪A
を 

一
有
し
其
積
.立
金
亦r

億
萬
馬
克
を
越
.へ
、
預
金
額
は
英 

國

のL
loy

d
s

 B
a
n
k

，の
次
位
に
あ
6
て
世
界
第
二
の
！̂ 

額
を
擁
有
せ
る
獨
國
銀
行
界
のE
人

D
s
t
s
c
h
e

 B
a
n
k

 

の
如
き
は
約
八
十
の
：®
金
取
扱
® - sparkasse)

一
 
を
設 

I

置
し
て
五
億
萬
馬
克
餘
る
の
大
預
金
を
有
し

！ 

に 

於
て
は
盛
に
货
附
、
割
引
を
營
むi
共
に
、
他

あ
 

6
て
は
堅
♦くH

業
的
企
業
と
握
手
し
、
掠
式
的
®
與
又 

\

は
投
資
的
關
與
に
ょ-
=
て̂
、
伯
林
市
她
下
高
架
鐵
道
會 

社
、
小
亞
細
亞
及
び
亞
弗
利
加
の
鐵§

社
、

ル
！

！
,
^

ニ
ア
石
涵
會
社
の
經
營
の
®
機
を
掌
握
せ
る
を
觀
る
ベ 

し
。
斯
の
如
く
し
て
有
力
な
る
獨H
韻
行
の
多
數
はH

 

業
的
企
薬
經
營
に依

-?V

て
互
利
を
傅
し
之
に
依
り
て̂ 

接
に
‘

H

則
業
務
を
發
建
せ
し
め
ん
が
爲
に
、
盛
に
會，

H

 

の
發
起
を
企
て
組
織
變
更
をW
成
し
、
又
は
株
或
の
發 

行
，に
從
事
し
？̂
を

引

勢

け

、

或

は

全

燃

自

己

.の

針

算

に

> 

七！M
:

I



m

於
て
之
に
投
資
を
試
み
て

H

業
會
社
と
檢
式
的
、
妓
資
：
 

的
■
與
わ
行
從
て
斯
か
る
金
融
關
與
を
行
へ
る
エ 

築
會
社
の
株
券
社
僮
券
、‘、
の

船

當

利

子

の

支

挑

は

常

に

、 

其

當

座

勘®
を

有

せ

る

銀

行

に

於

て

擔

任

ず

る

の

，
®

あ 

6
、
而
し
て
獨
國
銀
行
の
牧
益
の
五
分
の®
は
直
接
.叉 

は
間
接
.にH

業
關
與
の
業
務
よ
ゲ
來
るi
稱
せ
ら
る
？ 

按

すQ

に
此
獨
國
銀
行
に
於
け
る
兼
業
的
經
@
集
中
の 

傾
®
は
ー
‘八
九
0
年
代
エ
築
^
^
|
@の
勃
與
以
求
、
金. 

々
織
潮
に
.し
て
英
國
流
の
預
金
銀
行
に
接
近
す
る
の
機 

會
は
之
を
永
へ
に
期
待
し
得
べ
か
ら
ざ
る
に
以
お.

0
。

是
れ
巢
し
で
堅
實
な

.

.
る銀
行
經
營
な

る

か

。

吾
人
は
普
通
銀
行
の
業
務
を
以
て
一
に
歉
取
業
務
に 

-

局
限
ず
べ
し
と
唱
ふ
る
ダ
の
に
あ
ら
すi
雖

欺

業
 

務
に
使
用
す
ぺ
き
經
營
資
金
の
性
質
及
び
構
成
が
全
然 

相
異
な
る
ぺS

ら
ざ
る
の
信
用
業
後
と
企
業
業
務
と
を

， 

®
然
集
中
し
てj

身
に
兼
，ね
營
む
如
，き
獨
®
銀
行
の
經 

營
方
針
は
決
し
て
堅
實
な
る
ダ
の
な-

す
こ
i 

能
は
す
、
叢
し
斯
の
如
く
一
 

方
喪
ま
拂
債
務
を
資
擔
じ

17

し
て
今
日
の
#

を
爲
し
せ
る
ダ
の
、
蓉
易
に
其
變
革
を 

望

む

,< S

ら

？I；

る
が
如
し
i

雖
ダ
、
本
邦
の
銀
行
に
し 

て
此
變
態
的
經
營
の
後
を
追
は
ん
と
す
る
ズ
の
あ
る
は 

斷
b

.

v

非
議
せ
ざ
る
.
ベ
か
ら
ざ
る
を
覺
ふ
、
聞
く
か
ら 

く

東
京
に
於
け
る
有
力
な
る

1
,

銀
行
：̂
頃
#

頓
ん
に
.倉 

庫

、
《
氣

、

斯

、
，
電
氣
鐵
道
等
の
企
業
關
與
に
熱
中 

レ

つ

、
あ
6

i

、
若
し
其
經
營
資
金
が
©
家
資
本
金
よ 

成
6

、
或
は
倩
券
發
行
の
手
取
金
上
6

.成

立

す

る

ダ
 

の
な
ら
ぱ
卽
ち
此
む
、
荷
く
ダ
銀
行
資
金
の
大
部
が
要 

ま

拂

债

務

は

S

期
の
，預
金
よ
6

構

成

せ

ら

る

、
,
^

の
. 

な
ら
ん
に
は
、
吾
人
は
其
經
營
を
不
謹
慎
な
6

と
爲
5

 

)

る
べ
か
ら
さ
る
也
‘
、
，嗽
々
倉
®

#

社
の
關
與
に
至
6

 

て
は
、
本
邦
今
日
の
金
融
狀
態
叉
は
贷
出
方
法
よ
6

觀 

て
必
す
し
タ

異
種
企
業
の
關
與
-<；

看
做
す
こ
ん
，能
は
ざ 

る

を

す

る

の

み

。

. 

/

註
.(

1〕
courcelle-senun, L

e
s

 obration de Banoue) pp.

,

305 ££• 

I 

.(
1
0

 

do.,

ぱ
.163 
ン 64.

'他
方
之
に
應
卞
る
こi
ど
得
ネ
る
如
き
方
面
に
資
金
を 

固
定
す
る
は
經
磨
界
の
波
欄あ
る

每
に
支
肖

ル
の
，ま 

臉
は
當
然
之
を
同
避
し
能
は
タ
る
べ
き
は
勿
隐
、
銀
ラ 

のi
：

沈
は
常
にH

業
會
社
の
盛
衰
にis

觸
す
る
ダ
の
お 

る
を
免
る
能
は
き
れ
ば
也
、
銀
行
業
務
の
分
蛛
せ
ざ
る 

銀
行
間
の
分
業
割
然
お
ら

f
o

る
は
實
に
獨
画
銀
の
f
i
 

弊
お
6

、prof W
a
g
n

キ

§

ふ
所
の「

銀
行
の
偕
方
業 

務
の
性
質
は
其
銀
行
の
行
ふ
べ
き
貸
方
業
殺
の
；

#igg：

を 

決
定
す」

と
は
疋
に
獨
國
銀
行
經
營
の
談
言i
爲
す
ぺ 

し
、惟
ふ
に
S
金
銀
行
に
し
て
投
資
銀
行：wa

n
q
u
e

 de 

placement 
ニ 

又
ほ
役
機
銀
行-

B
a
n
q
u
e

 d
e

 

sp<̂
cula 

f
 ( 

一
 

}

の
業
狭
を
兼
營
ず
る
は
實
に

C
o
u
r
c
e I

k

 

s
e

n
l

の
難
せ
る
が
如
く
無
謀
の
經
營i

s
はft;

る
、
 

ベ
か
ら4^

し
て(

ニ)

、
彼
の
生
命
保
臉
會
社
が
損
害
保 

臉
業
ゎ
兼
營
し
、
死.

D

表

を

以

.て

火

炎

保

臉

料

を

算

出
 

せ
ん
と
ず
る
が
如
し
。

.
乍

併

、S

て
者
ネ
れ
ぱ
獨
國
親
行
の
兼
業
主
義
の
由 

來
ず
る
所
は
深
く
同
刷
の
經
濟
狀
態
に
淵
源
し
、
漸
展

t:

雜

報

'
 

§
-1

款
.
横g

的

集

中

運

動

，

發
券
銀
行
め
經
營
棠中

'に
就
て
は
、

一
方
に
於
て
中 

夹
集
權
愈
々
紫S

 U

、
M
つ
國
法
學
の
碑
梵
發
達
し、
’
 

爱
に
銀
行
券
發
行
機
は
、
國
機
の

r

表
現
お
る
鋳
貨
高 

權
ゾvralmz-k&eitrccht "

よ
6
派
生
ホ
：

v
i
g

带
將§̂1 

"Mcinz-prarogativ 
:

の

j

部

な

.

.
^

〜

認

め

ら

化

て

政
 

府
と
密
接
の
關
係
を
有
ず
み
機
關
に
特
許せ

ら

る

，
、
の 

適
當
な
る
こ

i
承
認
せ
ら
れ
、
他
方
に
於
て
、
貨
密
統 

1

運
動
に
促
さ
る
、
あ
6
て
今
や
、
立

國

の

她
 

方

分

權

を

，支

持

せ

ん

と

ず

る

の

j

米
國
を
除
く
の
外
集 

中
運
動
は
着
々

’勉
涉
し
つ
\
あ
る
ダ
の
な
る
が
：^
に
、 

特
に
說
明
す
る
を
須
ゐ
タ
る
也

(
一
)

。
愛
に
論
究
す
る 

間
題
は
普
通
銀
行
の
經
營
上
に
现は
れ
お
る
横
®
的
集 

'中
運
動
に
限
る
ダ
の

-
す
。

經
營
集
中
運
動
の
特
殊
原
因
は
蹄
、
所
に
依6
和
異 

な
し
i
せ
す〜

雖
ダ
、j

般
原
因
i
し
て
は
、
大
資
本
、 

少
な
く
と
ズ
大
公
稱
資
本
金
览
の
必
要
、.及
び
株
式
.
 

組
織
主
義
の
流
行
を
擧
示
ず
ぺ
し
、
卽
ち
多
數
の
將
殊

七
三
丸

ぐ'，トr‘
I

t

j



m
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18
原
因u

至

ネ

は

此

ニ

霜

が

蹄

、
所
の
相
異
と
卿
ふ 

の
百
色
鏡
に
投
影
し
て
無
數
の
色
彩
を
顯
瑪
す
る
を 

と
觀

ベ

し
。
.
.

次
で
來
る
べ
.き
旧
週
は
集
中
方
法
な6
、
之
を
別
て

直
接
方
法
i
間
接
方
法
と
爲
す
べ
く
、
、
各
々
は
叉

11i
p

 

に
分
る 

.,

一、'(’1.}
会

併
 

(

申)

直
接
方
法
一(！0

潜

‘
資
，

，

一
二
二)

利
S

共
同
ル
組
織 

„ 

(

一〕

支
庙
制
度
の
設
置 

(

乙)

間
接
方
法j 

I 

(

ニ)

代
理
店
制
虔
の
設
置

ニ 

(

三)

預
金
取
极
店
制
度
の
設
置 

，
各

國

の
.盤
中
運
動
を
通
觀
ず
れ
ば
、英
國

銀

行

まX 

彼

のB
a
g

き
け
がs

c
a
r
d
o

の
S

行
家
の
艱

行

家

た

る 

機
能
は
他
人
の
货
辩
を
風わ
る

に

至

.

て̂
‘始

め

て

瑰

は 

る』

i

s
へ
る
名
句
を
引
用
し
、
更
に

『

©
己
の
货
絡

を

‘ 

用
ゐ
る
限
ろ
は
資
本
家
お
る
に
過
ぎ卞』

(
！ 

一
 )

i
附
說 

し
て
其
特
質
を
道
破
せ
る
が
如
く
、
終

始一
賞

し

て

資

，

七HO

I

M
I：；10

合
併
を
行
w
或
は
、
更y

潜
資
し
、
支
店
、
代
理
店
を 

開
設
し
、
或
は
預
金
收
受
の
目
的
を
，以
て
預
金
取
扱
店 

を
設
置
す
る
也
。
之
を
要
言
す
れ
ば
、
英
國
集
中
運
動 

の
特
質
は
合
併
、
支®
制
度U

存
す
る
に
對
し
て
、
獨 

國
集
中
運
動
の
特
徵
は
莉S

共
同
組
織
、
勢
力
系
統
の 

設
定
に
あ
-
^
i

sネ
ベ
し
0
: 

/ 

T

 

上
に
就
て
、
英
、
米
に
於
け
る
集
中
運
動
の
成
巢
お 

る
、
支
庙
制
度
、
及
び
特
立
艱
行
制
度
の
.得
决
に
關
し
て 

は一

辯
の
必
要
ぁ
る
を
覺
ゆ-

VJ

雖
さ
、
此
長
短
比
較
論 

に
至
6
て
は
世
頓
6
に
之
を
#

ふ

る

所

.’、
爱
に
貴
重
の 

紙
面
を
費
す
を
欲
せ
す
、
唯
々
支
店
制
度
の
利
益
は
と 

こ
ま
や
ダ
積
極
的
な
る
に
反
し
、
異
弊
害
は
槪
ね
滑
極 

的

は

假

想

的
静
據
お
る
に
過
ぎ
卞
、
堅

な

る

經

營 

の

ヤ

に

在

'
^
て

は

全

然

之

を

囘

避

し

得

べ

き

ダ

の

；
^

み 

i
O

を
叙
說
し
て
止
ま
ん
と
欲
す

P 

'

今
や
進
ん
や
各
國
に
於
け
る
集
中
運
動
の
大
勢
及
び 

將

徵

を

叙

せ

ん

。

英
國
叙
行
#

の
狀
勢
を
按
ず
るi.

i
、
f

 

}

八
九
七
乃
.至 

雜 

報
.
，.
‘

本
金
、郎
ち
、倩
務
保
障
資
金i

®
ふ
の
見
解
を
時
し
、 

成
る
ぺ
く
潜
資
を
避
け
預
金
に
依.

0

て
銀
行
資
金
を
得 

む
こ
と
を
努
む
る
を
見
る
べ
し
。
而
し
て
之i
同
特
こ 

新
に
支
®
、，
代
理
庙
を
蘭
設
す
る
は
®
に
緩
漫
な
る
の 

み
な
ら
タ
英
國
の
如
き
銀
行
の
地
方
的
分
布
旣
に
定 

ま
れ
る
國
に
あ
6
て
は
面
難
な
る
の
事
情
あ6
、
爱
こ 

於
て
彼
の
，：朝

にI

城
を
破
-

0

タ
に
一
磐
を
脇
る
と
い
ふ 

が
如
き
出
來
合
；

3

銀
行
併
合
政
策
を
採
用
し、
以̂
て
自 

行
の
大
經
營
圏tg：

に
®
織
ず
る
ダ
の 
>

如
し(

三

ネ 

i
に
在
"
て̂
は
其
銀
行
系
統
中
最
重
要
な
るH
立
銀
‘！丁 

が
特
立
銀
行
f

を

霊

言

？
 

£

に
合
f

同 

を
行
♦
場
<
ロ
 

は
必4

K

被
併
☆
銀
行
を
閉
鎖
し
以
て
實 

的tSM
I ：

的
集
中
法
に
甘
ん
す

，る
を
常
と
ず
。
若
じ
ま 

れ
獨
逸
銀
行
に
〒
て
は
直
、
農

§

法

备

び

庁 

ふ

を

見

る

、

卽

，ち

小

銀

行

の

株

ま

を

取

得

し

、

或

は

之
 

に
投
資
し
、
或
は
無
條
件
を
以
て
、
之-
利̂
S
共
同
の
.
 

約
束
を
飾
.盟
し
、
必

^
^
し

ぢ

之

が

存

在

を

夹

は

し

め

卞
 

し
て
.

『

カ
ル
チ
ル』

的
に
勢
力
系
統
を
作
ク
、
或
はま
に

レ:

1 、

丸

0
一

一

一

年

の

六

年

間

に

宜

れ

る

ほ

國

銀

行

の

潜 

は
八
百
七
十
萬
碌
に
し
て

僅
に
七
分
の

激
率
を
示
せ
る 

に
過
ぎ
ホ
、
而
し
て

同
年
間
に
於
け
る
獨
國
銀
行
資
本 

金
の
滑
率
は
一11

割
以
上
を
算
レ

E
に
英
國
の
K
倍
强
に 

當
れ-CN 、

然
れ
と
ぢ
之
と
同
時
に
英
國
銀
行
の
預
金

® 

加
額
は
叙
上
獨
國
銀
行U

於
け
る

E
大

な

る
®
資
額
の 

1

一
倍
、
卽
ち
料
七
千
萬
碌
に
達
せ
る
'が
故
に
獨
國
艱
行 

預
金
潘
加
額
を
差
引
く
な
、
總
銀
行
資
金
の
增
大
に
至 

て
は
獨
國
銀
行
に
越
え
た
る
を
見
る
べ
し(

四

ニ

又 

資
ホ
金
，と
積
立
金

i
の
比
例
は <

；

し

く1

割
五
分
な
る 

計
數
に
业ま

.
.
/

絕

へ
て
潜
加
の
勢
を
示
さ4̂

、

却

てJ  

九0
,®

年
末
の
調
査
に
依
れ
ぱ
英
國
銀
行
の
資
本
金
及 

か
積
立
金
の
總
額
は
前
年
に
比
し
六
十
八
萬
三
千
八
百 

九
十
膀
の
減
少
を
見
た
五

)

。
是
れ
英
國
銀
行
經
營 

方
針
の
堅
,
な

る1

表
韋
な
る
也
、
盖

最

近

英

國

銀 

行
の
積
立
金
の
潜
加
せfo

る
所
以
の
ダ
の
はf

は
其

® 

有
甘
る
公
僮

®
書

、
，
株

券

等

の

有

償

證

券

の

市

慎

變

動
 

め
：趨
勢
を
洞
察
し
成
た
之
が
減
價
償
却
に
酣
當
企
以
外

七
£

11；
!
[•：
V

し；! ：101
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§
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i

金
を
充
當
し
、
以
て
有
慎
證
券
下
落
に
依
る
豫 

期
せ
ヤJ

る
缺
損
に
備
ふ
る
業
に
し
て
、
後
章
は
合
并 

等
に
依
I

本
の
重
復
を
避
け
得
？

こ
と
を
云
す，
，

. 

の
な
れ
ぱ
也
。

.

次
に
英
國
銀
行
營
業
數
は
最
近
に至
る

.ま

や

^
吊

な
 

を
以
て
增
加
し
來
れf

、
，开
l

i

t
 

依
れ
る
ダ
の
な

る

が
故
に
銀
行
本
ffi救
こ
は
奪
加 

な
I

?

ず
、
？

支
®
觸
增
大 

九
メ
乃
至一

九
0
四
年
を
推
ず
ベ
く
爾
後
稍i

數

ぁ
 

6

1

1

丸
0
五

年

末

七

千

、
二

百

三

十

八

行

を

算

せ

し

：
， 

營
業
所
は
一
九r

m

年
末
七
千
四
百
九
十
八
と

な
，.

る

‘
 

に
過
f

、
而
て
英
國
器
數
は
僮
に
六
十
三行
な

る
 

を
ね
て
一
'行
平
⑩
百
二
十
の
營
業
所
を
有
す
る
計
算：̂

/
る
也
五
百
以
上
の
營
業所
を
.
有
す
.る

大

银

三

、

L
l
o
y
d
s

の
六
百
二
十
、
7
a
pを
ぶ
の
五
百
七
十
之
に
巧j 

'
グ
、
此
巧
に
二
百
以
上
の
營
業
所
を
有
ず
る
，

P

の
ト
プ 

行
、
而V

此
十
四
行
S

X

英
蘭
西
及
S

爾
斯
に
所

i

i

i

i

i

i

y

M

M

N

I.
f̂：

D
resdner 

B
a
n
k

 

は
谷 
ニ 
億
萬
馬
克
、D

a
r
i
t
s
t
e
r

 

B
a
n
k

は

！

.
億

六

千

萬

馬

克

の

ま

込

資

本

金

を

有

す

る
 

'を
見
る(

七)

0
次
は
彼
の
支
店
の
如
き
經
費
要
せ
や
キ 

る
預
金
取
极
庙
を
蘭
設
し
、
其E
大
の
預
金
取
极
庙g

 

Depositkasseietze 
一一
 

に
依
'
 ̂
て
大
預
金
を
®
牧i;. 

ん

と

す

る

也

、
例

，
へ

ぱ

逸

銀

行

界

の

E
人
：Deutsche 

B
、

さ
'

k
"

は
一
九
0
五
年
に
於
て
早
ぐ
？
附
屬
銀
行
十 

三
行
、
内
外
十EI

支
店
の
外
闘
ぼ
に
‘七
十
'四

筒

の

.
預

金 

取

极

お

を

有

し

、

，世

界

最

大

預

金

を

有

ず

る

L
I
C
y
d
s

に
.
 

亞
ぐ
の
大
預
金
を
‘齋
藥
す
る
至
れ
る
•ダ
の
と
す
。
但 

し

他

の

一

般

の

大

銀

行

に

至

ィ

て

は

、

廣

金

吸

；
^

カ

ゲ
 

英
國
艱
行
の
如
く
爾
か
く
大
な
ら
る
爲
あ
及
ぴ
起
業 

證
银
發
行
業
務
等
を
盛
行
ず
るS

に
、
資
本
潜
加
を
.
 

頻

0
に
し
て
大
經
營
資
金
を
得
んi
す
る
ゼ
の
S
如
し. 

之
i
同
蹄
に
前
述
せ
る
が
如
く
主
，ダ
に
利S
共
同
の
姐 

織
に
依
ろ
て
群
少
銀
行
上
に
宗
主
桃
を
設
定
し
爱
に
セ 

林
四
大
銀
行
を
中
心4

る
翼
力
系
統
綱
成
れ
る
ダ 

の
と
ず(

八
}。乍
併
、

併
亦
絶
叙I

な
る
に
は
あ

ら

ギ
し

(

六)

‘。
惟
ふ
に
楚
れ
、
集
中
運
動5

大
支 

，

都

度

の

，隆

盛

な

る

を

示

す

乂

共

に

、

最

近

の

狀

態

ま
 

睛
は
ゆ
る
過
剩
銀
行
の
域
に
達
し
內
密
充
實
捧
代
にX 

作
る
"
'
支̂
庙
鯽
の
布
置
.旣
に
定
ま
れ
る
と
を
立
廢
す 

る
？
の
に
あ
らfo

る
な
き
か
。
 

:
|

4

1

^

て
獨
逸
に
至
れ
ぱ
、
其
經
營
集
中
の方
式
は
瓶
ね

行
始
め
地
方S

S

U

は
、

f

 

I

I

し
或
は

<

ロ
縱
し
艱
行
國
體
を
組
織
し受
闇
を
蹄
®
し

て

#
力 

系
統
の
作
成
に
努
め
、
或
は小
銀

行

の

蟹

取

得
等
に 

f

て
之
と
利
#
‘共
同
契
約
を
結
び，て
附

庸

銀

V
. 
>ク
 

V

而
し
て
英
B
銀
行
の
如
くf

ト
ラ
ス
ト』

流
の
仓 

同
乂
ロ
併
I

式
を
行
は
卞
、
從
.
.彼

£

き
多
數
の 

け

^

有
せ
ざ
る
を
見
る
べ
し
。
而
し
て
銀
行
資
金
m 

集
及t5

業
務
擴
張
の
爲
に
は§

:
§

に
預
金
取
扱
ャ
U
の 

ど
以
て
之
t
當
ら
ん
'
i

ず
、
就
中
、
潜
賈
方
式
は
共 

過
、
，著
明
な
る
ダ
の
に
し
てj

丸
ニ 
ニ
年
未

、
，
的

水

吗
 

の 

D
e
u
t
s
c
h
e

 Bank, Diskol^to Geselischaft,

£
お

i •

雜

報

て
、一

九
o i

乃

至一

丸O
四
年
間
に
總
額一

億
五
千 

H
百
萬
馬
克
の
資
本
金
を
有
す
义
十
七
株
或
銀
ラ
ょ
ぉ 

林
の
大
銀
行
に
#
合
せ
ら
れ
お
る
を
見
る
べ
し

(

九)

。

佛
國
に
於
け
る
集
ホ
運
動.の
.焦
點
亦
W
資
に
在
る
ダ 

の
、
如
く
一 

九
0
四

年

中
o
rルdit J

L
y
o
n
n
a
i
s

は
三
® 

萬
：；4

に 

romptoil.cT w
s
c
o
m
p
t
e

 

Soci6t6 

S
n
6
r
a
l
e

が
各
.々
パj

億
萬
佛
に
增
資
せ
ら
れ
お
る
は
獨 

逸

の

狀

態

に

似

お

<
、̂
同
蹄
に
行
數
ダ
®
加
じ
て
、

一
 

九0
1

年

の

五

十

七

行

は

.

一 .
^

 j
1

年
百
三
行
、
其
支 

店

數

，
は

同

期

間

に

百

七

十

六

よ

ん

ノ

六

百

+

七

に

進

み

お
 

ろ
-

(

十)

>
乍
併
、
勢
力
系
統
の
作
出
に
就
て
は
獨
國
艱 

行
界U

於
け
る
だ
.の〜

如
き
顯
明
な
る
現
象
こ
ル
な 

5

し
。

/

、

米
國
艱
行
.業
の
中
堅
お
る
國
立
銀
行
は
，

j

八
六
四
年 

の
圃
立
銀
行
法
に
よ
ろ
て
特
立
銀
行
制
度
を
法
定
せ
ら 

れ
お
る
が
爲
に一

見
盤
ホ
運
動
阻
A
,せ

ら

ル

お

る

に

.力
 

お
ん
i
雖
と
？
、
是
れ
外
觀
の
み
、
定
質
、
内

に

於
 

<
は
同
画
企
業
界
の<

ロ
同
衝
動
と
に
共
調
セ
る
ダ
の

七
®
!
!
1

r?;
||；I



雜

報

m

な

る

こ

と

を

見

る

ぺ

し

、
卽

ち

，

1

九

0

 
ニ

年

以

前

に

あ 

:

6

て

は
一

千

萬

弗

以

上

め

資

本

金

を

有

せ

る

ダ

の

な

く 

僮

に

絲

官

三

大

阔

立

銀

行

N
a
t
i
o
n
a
l

 

C
i
t
y

 

B
a
n
k
,

 

N
a
t
i
o
n
l

 

w
a
n
l
c

 
o
f C

o
m
m
e
r
c
e

 o
f

 

N
e
w

 

v^orlc 

F
i
r
s
t

 

N
a
t
i
o
n
a
l

 

B
a
n
k

が

各

一

千

萬

弗

の

資

本

金

を

擁

せ

る 

に

過

ぎ

ざ

6

し

が

、
爾

後

數

年

間

に

前

ニ

銀

行

は

其

E
 

大
な

る

積

立

金

に

、
加

ふ

る

に

資

本

金

を

各

ニ

千

五

百

萬 

と

な

し

、
，大

銀

行

は

各

々

其

圏

內

に

多

數

の

國

立

銀

行 

信

託

會

社

.
保
臉
會
社
を
：

す
る
事
實
上
の
勢
力
系 

統

を

惟

-

0
/

 

P
r
o
f

 B
u
l
l
o
c
k

の
請
へ
る
が
如
く
一 

骑

間

.

の
豫
告
を
以
て
五
百
萬
弗
の
資
^
資
金
を
調
達
し
得
る 

の
り
組
纖
體
を
形
ま
す
る
に
、至
れ
る
な
十

一
)

。
而
し

' 

ガ
斯
の
如
き
’®
雄
に
廣
金
調
達
の
任
を
完
ぅ
す
る
は 

I

自
ら
密
接
な
る
銀
行
圃
體
あ
ろ
、
秘
密
に
交
®
す
る
の 

必
要
な
る
は
言
シ
俟
お
さ
る
所
に
じ
て
是
れ
勢
力
系
統 

の
成
6

且
つ
1

を
揮
ふ
f

也t

米
國
々
立
艱
行
法 

が
支
店
制
度
を
認
め
ざ
る
結
果
と
し
て
事
贊
上
の
仓
同 

を
行
ネ
場
合
に
は
必
す
被
併
合
銀
行
を
閉
鎖
す
る
の
‘

' 

七 HIHL

な
る
こ
と
前
述
せ
る
が
如
し
、S
れ
ぱ
彼
のw

o
s
t
o
l
l

 

に
於V

1

八
丸
八
年
五
十
四
の
國
立
銀
行
が

j

九
0

五 

年
に
半
數
卽
ち
二
十
七
行
に
減
せ
る
が
如
く
、
十
九® 

紀
末
よ
6

1

一
十
世
紹
朝
頭U1

且
ろ
て
、

一
方
に
於
て
銀 

行
數
は
漸
減
す
る
と
此
ハ
に
、
他
方
に
於
て
殘
存
銀
行
資 

本
金
は
漸
憎
す
る
の
勢
を
呈
せ
る
ダ
の
と
す
。
而
し
て 

大
資
本
金
を
有
す
る
銀
行
は
元
よ6

大
都
會
に
所
在
ず 

る
を
通
例
と
爲
ず
。
外
に
米
酬
銀
行
制
度
の
特
色
お
る 

嚴

合

備
制
度
の
作
用
に
依

て
大
都
會
に
於
け
る
集'
 

中
蓮
勸
は
S

々
其
勢
力
を
違
じ
ぅ
せ
る
を
見
る
、
例
へ 

ぱ 

N
e
w
s
V
o
r
k
,

 

C
h
i
c
a
g
o

 , 

S
t
.

 

L
o
u
i
s

 

の
s
中

-
^
、#

備

ホ
所
在
の
六
十
ニ
，の
國
立
銀
行
は
何
れ
ダE
大
な
る
資 

力
を
擁
有
し
て
来
國
に
：於
け
る
國
立
系
統
の
五
千
四
百 

十
じ
行
の
支
配
せ
る
總
銀
行
資
金
を
保
有
し
、
就
中a 

育
五
大
銀
行
は
其
總
資
金
の.I

割
一
分
强
を
割
有
す
と 

稱
へ
ら
る
、
.が
如
し(

十
二r

 

若
し
失
れ
本
邦
に
至6
て
は
ま
だ
英
、
獨
に
’於
け
る 

如
き
雄
渾
旦
つ
顯
明
な
る
資
本
的
集
中
運
動
に
接
す
る

l
o
i

を
得
す
i

雖
と7

5
P、

銀
行
數
は
明
治
四
十I

年
の 

ニ
千
ニ
百
十
七
行
ょ，6
 j 

#

一
 

縮
の
裡
に
ダ
絡
へ
卞
漸 

減
の
傾
向
を
持
纖
し
以
て
本
年
の

J

一
千
西
六
十
六
行
と 

な
れ
る
に
反
し
、
其
資
本
金
に
至-
=
^

て
は
g

I

十

j 

¥
未 

六
億I

一
 

千
七
百
五
十
八
寓
圓
餘
な6

し

の

、
本
：

s
-六

 

月
に
は
八
億
三
千
六
十
九
圓
®
と
爲
れる
の

計

數(

十 

ニ一 ,
)

を
一
當
す
る
％
本
邦
獨6

此
大
勢
に
逆
行
す
る
ぢ 

の
r

-

あ
ら
ざ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
、
彼
の
東
京
、
大

K 

所
在
の
大
銀
行
が
頃
者
頻6

に
？&
^

、
潜
貴
を
行
ひ
、 

ま
拂
込
資
本
金
を
聰
込
ま
し
め
、
組
織
を
變
更
す
る
と 

共
に
、
外
は
、
<
ロ
併
を
.

行
.

ひ
、
地
ホ
支
店
を
蘭
設
し
、
；，
 

地
方
銀
行
に
資
附
け
は
之
が
整
理
に
任

b

、
'孜
々
と 

し
て
勢
力
圏
を
蘭
拓
、
潘
大
す
る
に
努
む
る
如
き
凡
て 

是
れ
經
營
的
集
中
週
動
の
內
を
爲
す
ダ
の
也
。
然
れ 

と
？
積
立
金
の
滑
長
度
な
く
、

KC
IS

率
の
高
低
常
な
ら 

る
#
少
艱
行
又
極
め
て
多
く
本
邦
に
於
け
る
集
中
運 

動
の
前
逮
瞻
遠
る
を
思
は
し
む
る
？

P

の
な
き
に
あ
ら 

惟
ふ
に
艱
行
數
の
多
さ
本
邦
の
如
き
ル
歐
溯

l
i
s

 

雜
.

報
：

*

に
於
て
絕
へ
て.
見

f
o

る
所
に
屬
す
、
是
れ
國
立
^
ハ
マ
廣 

ザ
'

の
明
治
九
年
の
改
正
の
後
を
承W

て
宽
大
な
る
二
十 

三
年
の
銀
行
條
例
あ6

、
當
局
の
自
由
な
る
認
可
方
斜 

と
相
俟V

、

爱

に

醜

成

し

た

る
,,P

の
、
今 

.

や
之
を
藤
理
し
驚
固
な
る
大
銀
行
の
支
®

制
度
を
以V

 

補

j
i
j

す
る
の
必
要
あ
る
を
覺
ふ
。

.
J
J
L

併
、
急
激
な
る
變 

革
は
一
方
、
經
濟
界
を
搜
亂
す
る
の
恐
あ
る
と
共
に
、 

他
方
、
堅
實
な
る
大
ま
店
制
度
を
普
及
せ
し
む
る
所
以 

に
あ
ら̂
!
;

る
が
故
に
大
艱
行
の
内
蓉
充
實
し
、K

0
 

要
の
集
中
の
狀
勢
に
伴
ひ
、
，漸
次
集
中
の
實

.
V、-

擧
ぐ
る 

を
可
と
す
。
爱
に
注
意
ず
べ
き
は
、
潘
資
方
法
と
し
て 

往
々
採
用
せ
ら
る
、
彼
の
積
立
金
を
資
本
金
に
楚
ば
へ 

現
在
株
主
に
對
す
る
新
檢
の
無
償

g

當
を
行
ふ
；J

 

i

及 

び
‘併
合
方
策
に
出
や
す
し
て
新
支
店
を閱
設

す

る

こ

と 

は

、

決
し
て
銀
行
のtg:

容
を
充
實
せ
し
む
るの
所

以

に 

あ
ら
ホ
、
叉
過
剩
銀
行
を
整
理
する
の

所

以

に

あ

ら

ま 

る

こ

と

是

也

。

終
に
、
發
券
艱
行
の
集
中
運
動
に
就
て
は
旣
に
略
叙

七
四
五

あ‘1 
シ .

ま、:e:
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j

雑

m.

12<

せ
6

と
赚7

^
、

之
に
關
聰
せ
る
中
*
銀
行
支
店
制
度
に 

關

し

て

は

雙

語

ど

客
，：
3

ベ
ね
ら
す
、
之
に
は
永
く
十
一 

支
店
を
以
て
營
業
せ
る
英
蘭
銀
行
系
統
の
《
の
と
、
數 

百
支
店
ぷ
全
画
に
分
布
じ
て
營
業
せ
る
獨
逸
帝
國
銀
行
：
 

系
統
の
ダ
の
と
が6
f

e

べ
し
、
斯
の
如
き
は
に
ず
に
經 

濟
、
見
地
の
み
よ6

發
生
せ
る
；
の
に
あ
ら
す
し
て
政 

治
上
財
政
上
の
理
由
亦
重
き
に
お
る
だ
の
、
其
當
事
國 

の
關
す
る限

-
:
:̂

其
優
劣
論
.

は
極
：

明

白

な

，ろ
と
雖 

«

、
本
邦
の
中
央
銀
行
が
日
本
錄
行
條
例
第
！

 

■

が
豫 

想
せ
る
ぁ
の
な
6

し 
'炉
如
き
支
庙
赠
設
を
爲
す
の
可
否 

は
簡
單
に
論b

去
る
を
許
さ
卞
、
頃
者
偶
々
日
銀
支
癖 

0

S

S

.

世
險
に
上
‘

ふ
、
：而
し
本
問
に
就
て
は 

他
日
擎
を
洗
て
肅
辯
を
試
み
ん
と
す
。

 

.

.
0
> 

a
)

.
英
國
に
て
は
英
傭
銀
行
の
外
舟
ニ
行
、
獨
逸
に
あ
り
て
は 

\

帝
國
銀
行
の外

！
！

斤
の
私
立
激
券
銀
行
現
在
ず
と
‘雖
と 

雨
國
は
各
.々

1
八

！
！

四

年

ナ

1

八
八
五
年
、
の
銀
行
法
に 

,
依
り
發
券
權
統】

の

生

義

を

宣

明

せ一

一
巾
央
銀
行
が 

其
佛
"
日
中
央
銀
行
と
同1

の
地
位
に
立
つ
は
遠
き
.將
来 

' 

,に
あ
-
ざ
る
べ
し
0

‘

九
四
力

(

二
、

) 

 ̂T
h
e

 

distinctive, function 

of 

かVie banker 

begins 

as 

soon 

a
w 

lie uses the m
o
n
e
y

 o 
け others 

Ricardo. 

Bageliof:

ソ l.om

びar
d Street, 

p, 

21.

(

ニー)

.
 "F. 

wt;eele, "Present-day 

.Banldn’̂y 

や 20.

(

四)

0
. conant.; T

h
e

 X̂
Hnciples. of M

o
n
c

 
づ and. Banking,.

Vo
l 

II, 

p. 

i
- 

(

五
.

)

.L
o
n
d
o
n

.
 Bankers) 

Magazine, 

Jan. 1905.p.20, cited 

びy Oonant.

(

六)

S
M
銀
行
通
信
錄(

大
‘正
ニ
、
七
、〕

統
許
衷

(

七)

同

上
 

‘

(

八〕
Gonant, of} 

c
i
r

 

p. 

289.

ハ
九)

Liondon E
c
onomist、- 

Jan, 

19P5. 

か3, 

cited 

by 

Cpnant. 

y

^
r
T
W L

o
n
d
o
n

 B
a
nke’rs- 

Magazine, 

Ar̂
ril 

1913.

(

十1
)

Conanf;/<7/ 

cit

J 

d
.
に91,

(

十
二) 

U
nited States 

Investor, ISTov. 

1904.

(

十
3

東
、
銀o

r

七
、〕

統
針
表
、
銀
行
數S

本
店
數
に
し
：

K

 

'營
業
數
の
意
味
に
ら
ず

，第H
I

節
經
營
上
の
集
中
蓮
動
の
が^
^8̂

2

 

銀
行
集
中
速
動
の
：經
濟
的
地
-位
を
決
定
せ
む
と
欲
せ 

ば
、.
場
所
的
集
卞
及
び
經
濟
的
集
中
の
社
會
§

響
幷

I

l
^
L
r 

r

n

n

H

N

N

H

y

M

y

&

に
其
術
に
立
て
る
銀
行
闘
係
者
に
對
す
る
私
經
濟
上
の 

を
觀
察
す
る
，こ
と
を
必
要
と
ず
。

，場
所
的
集
中
の
影f

將
誰
の
.

必
要
な
し
、
其
一
辯 

‘

の
要
あ
る
は
特
殊
地
黯
的
集
，中
の
影
春
也
。
惟
ふ
に
妨 

能
會
社
が
i

の
水
畔
に
集
中
し
鐵
工
場
が
產
炭
地
方 

に
集
中
す
る
は
妓
術
上
の
⑩
由
に
依6

、
取
引
所
が
賈 

'

人
の
#

式
所
所
在
地
域
に
蕭
¥

る
は
營
業
上
の
要
件 

\

お
る
が
如
く
、
銀
行
が
商
業
區
に
集
中
し
書
籍
店
が
學 

校
地
域
に
集
中
す
る
は
主
と
し
て
競
爭
經
濟
て
み
微
妙 

.
な
る
關
係
に
原H

す
る
t

な
の
也
。
、，彼
の
偷
敦
、a

ぎ
、

. 

東
京
等
に
於
け
る
銀
行
營
業
所
の
集
中
她
黯
；が
均
し
く 

,

株
式
#

品
®

引
所
>
手
形
交
撒
所
叉
は
中
央
艱
行
の
所 

在
地
域
に
®

接
せ
る
は
、
哲
に
此
等
の
金
融
關
係
機
關
，
 

が
供
與
す
る
利
便
に
膀
は
る
 

の
み
に
あ
ら
し
て
、
 

實
に
其
營
業
振6

の
堅
#

敏
®

を
以
て
'同
業
者
間
に
競 

煞
能
力
を
發
現
し
之
に
よ6

て
社
會
の
信
用
を
得
ん
と 

ず
る
に
出
ガ
る
ダ'
の
多
し
。
東
京
の
銀
行
に
レ
て
江
月 

m

橋
1

帶
®
地
域
又
は
九
の
ほ
地
域
に
營
業
所
を
開
設
す

雜

報

る
ダ
の
は
旣
に
競
爭
能
ガ
を
具
有
せ
る
の
證
左
ゼ
る
ベ 

き
が
如
し
、
唯
々
銀
行
營
業
所
の
場
所
的
分
布
旣
に
確 

定
せ
る
後
に
立V

新
腐
土
を
開
拓
せ
ん
と
す
る
ダ
の
、 

，又
は
貯
蓄
銀
行
、
獨
逸
の
‘預
金
取
极
店
の
如
く
零
碎
資 

金
を
廣
く
吸
收
せ
ん
と
す
る
の
、
叉
は
動
產
艱
行
、 

不
動
產
銀
行
の
如
き
特
殊
の
業
務
を
營
む
ダ
の
に
就
て 

は
、
更
に
其
目
的
i
す
る
方
面
に
於
て
失
れ
ぐ
最
適 

の
地
點
を
選
定
ず
る
こ
と
を
要
す
る
の
み
。

ぃ
 

，.發
券
銀
行
集
中
め
社
會
的
利S
は
、
彼
の
兌
換
保
障 

せ
ら
れ
す
、
®
々
金
紙
の
差
を
現
出
し
て
取
引

Q

バ
女
全 

を
阻
げ
お
る
如
き
私
立
發
券
銀
行
の
銀
行
券
に
代
ふ
る 

.に
内
刷
取
引
の
S
拂
要
具
の
關
ず
る
限6
趣
働
の
本
位 

貨
幣
に
異
な
ら
さ
る
.如
き
中
央
銀
行
の
銀
行
券
を
以
て 

せ
る
の一

事
實
を
臀
見
す
る
ミ
極
め
て
明
瞭
に
し
て
疑 

議
の
遺
す
べ
き
な
し
。
惟
々
此
集
中
制
度
の
下
に
あ
6
 

て
蹄
々
弱
少
と
な
.る
傾
向
を
有
す
る
所
の
彼の
兌
換
維 

備
金
‘改
策
に
就
て
慎
重
ぶ
る
經
營
を
要
す
る
の
み
。
而 

し
て
經
營
集
中
の
影
春
に
就
て
云
爲
せ
ら
る
、
焦
點
は

、

七II

七



雜

報

i

，實
に
普
通
銀
行
の
，經
營
集
中
に
在
6

。

、

'
之
に
®

す
る
非
難
の
重
る
ダ
り
は
、
經
營
集
中
は 

自
ル
ら
大
銀
行
獨
占
'に
倾
向
ず
る
と
共
に
、
藍
督
官
廳 

.

の
新
設
認
可
方
針
嚴
重
な
る
あ
6

、
銀
行
業
は
遂
に
少 

數
人
に
支
酣
せ
ら
る
、
に
至
6

て
爱
に
艱
行
業
の
g

由 

競
爭
は
絶
止
し
、
g

由
競
爭
の
成
巢
お
る
社
會
的
利
便 

は
減
却
し
、
延
て
貸
出
の12̂
ま
の
如
き
不
祥
事
の
發
生 

せ
ら
る
、
な
き
を
佛
せ
す
i

爲
す
に
あ
ろ
ニ 

)

。

.

是
れ
眞
に
祀
憂
に
過
ぎ
ざ
る
を
奈
何
。
大
桃
式
組
織
丰 

，義
及
か
集
中
運
動
の
試
驗
に
登
第
す
る
ざ

の

は

實

上
'

、

決
し
て
少
數
な
る
を
憂
へ
す
、，而
じ
て
世
に
企
業
の
存 

在
す
る
限
，

0

企
業
單
位
間
の
競
爭
亦
永
ル
に
絕
止
せ
ら 

る

、
，
ダ

の

に

あ

ら

f
o

る
は
平
明
な
る
，理
論
の
示
す
所
也 

而
し
て
、
前
‘後
相
異
る
？
の
は
鏡
爭
の
-有
無
に
あ
ら
す 

しV

實
に
競
爭
の
種
類
の
進
化
に
あ6
、
卽

ちrvof., 

F
i
s
h
e
r

の
道
破
せ
る
如
ぺ
静
小
企
業
間.に
行
は
る
、
無 

.

算
當
、一

辟
的
な
る
自
殺
的
競
爭
、
又
は
無
霍
爭
に
代 

ふ
るU

自
覺
的
、.<

ロ
理
的
、
永
ス
的
な
る
眞
め
&
由
競

七
®
八

爭
を
以
て
ず
る
の
差
あ
る
の
み

(

ニ)

。
K

に
之
を
具
象 

し
てm

へ
ぱ
高
利
を
以.
て
\
預

金

を

收

し

無

職

の

贷

出
 

を
營
む
如
き
自
殺
的
競
举
は
堅
實
な
る
生
存
者
間
に
在 

I

、
自
か
ら
同
避
せ
ら
れ
、
外t
t

支
店
愤
設
に
ょ6
 

て
取
引
先
に
便
し
自
行
熟
カ
圈
を

」

擴
張
し
行
く
と
共
に 

内
は
積
立
金
を
豐
富
に
し
、
又
は
一
歩
進
み
て
積
立
金 

と
爲
す
ぺ
き
利S

を
割
て
有
價
證
芬
の
減
懷
償
却
に
充 

<
所
有
證
券
の
市
價
動
搖
の
損
臾
に
對
す
る
保
障
お
ら 

し
め
、
諸
勘
定
を
正
確
に
し
、
營
業
費
を
飾
約
し
、
同 

聘
に
營
業
振
6

の
懇
霞
话
な
ら
ひ
こ
と
グ

V

期
し
、

外
呼
應
せ
る
良
經
營
を
以
て
競
爭
の
武
^

爲
す
に
苗 

る
べ
し
。
.而
し
て
此
種
の
®
由
競
爭
は
精
選
せ
ら
れ
お 

る
大
艱
行
間
に
於
て
大
に
發
揮
せ
ら
る
、
め
便
®
を
有 

す
る
こ
-
^

】

は
言
ふ
迄
％
な
く
明
瞭
な
る
ぺ
し
。

集

中

に

對

す

る

第

二

の

非

難

は

、
集

卞

に

伴

、か
®

沉 

な
る
大
支
店
細
を
有
す
る
大
艱
行
に
於
け
る
脅
#
勘
究 

に
贤
ず
る
支
拂
準
備
金
の
割<
n

は
特
立
銀
行
が
個
々
に 

保
有
す
る
其
比
例
に
か
較
し
て
低
率
と
す
る
の
-傾
向
を

iII
II

27

有
し
§

な
る
を
免
れ

ナ
と
購
ネ

に
れ
ら

。
併
乍
、
恐
慌 

叉
は
取
餐
に
處
す
る
安
全S

の
强
弱
ち
叙
上
の
比 

例
の
高
低
に
依6

て
決
せ
ら
る
V

よ
6

ダ
、
寧
ろ
準
簡 

總
額
の
絕
對
的
な
る
大
小
に
依
6

て
決
定
せ
ら
る
ベ
き 

こ
と
は
事

實
の
證
明
す
る
所
な
'る
を
知
ら
ざ
る

ベ
か
ら 

卞
V

蓋
し
取
付
、
恐P

等
は
地
域
を
限6

て
發
生
す
る 

こ
と

多
く
斯
ル
る
：場
<
ロ
に
於
て

本
店
保
有
.

の
.

1
1
1̂

大
な
る 

準
備
金
、
或
は
下
てE

大
な
る

融
通
能
力
は
密
易
に
公 

衆
の
疑
惧
を
梢
散
せ
し
，む
る
ひ
效
梁
ぁ
る
こ

と
亦
凰
 々

歷
史
の
®
す
る
所
な
れ
ぱ
也
0

.

か
‘の
；！

日
て
英
蘭
#
行
の 

正
1

準
の
割
合
に
付
き
一‘
の

恐
W

點
な
る
だ
の
を 

假
設
し
、
之
を
下
る
の
危
險
な
る
を
疾
呼
せ
る
、

.(

ニ
ー) 

B
a
g
e
h
o
t

は
、
同
#

に
‘

、
普
通
銀
行
の
支
*
準
備
金
に
關 

し
て
ダ
、A

債
勘
定
に
對
し
て
ニ
定
不
動
の
割
合
を
保 

お
し
め
き
る
ぺ
か
ら
！̂
る
の
®
由
を
痛
输
せ
しと
雖
と 

ネ
ゾ
四
，，

)

，
，：
.

支
挪
準
備
金
に
就
て
は
、r

米
國
を
除
く
の 

外
、-

銀
行
家
の
慎
重
な.
る
自
由
裁
量
，に
任チ
る
を
癒
當 

と
な
す
に
至
れ
る
は
、
偶
々
側
面
よ6

此
偷
據
の
强
固

な
ら
ず
る
こ
i
を
語
る
ダ
の
也(

五)

o 

第
S
の
#
難
は
、
地
方
金
融
事
情
に
'精
通
せ
る
獨
立 

の
銀
行
家
を
驅
遂
し
て
、
代
ふ
る
に
之
に
通
曉
せ
^
る 

柳
限
の
定
め
あ
る
支
店
長
を
以
て
す
る
は
、
適
切
に
し 

て
機
宜
を
得
た
る
經
營
を
行
は
し
む
る
の
所
以
に
み
ら 

す
i
い
ふ
也
。
然
れ
と
？
是
れ
皮
想
の
見
に
し
'て
實
際 

の
狀
勢
は
材
幹
あ
る
地
方
銀
行
の
支
酣
長
は
<
ロ
併
に
際 

し
支
店
長
の
地
位
を
與
へ
ら
ふ

〜

こ
と
多
き
を
示
せ
る 

を
奈
何
せ
ん
"

惟
ふ
に
、
地
方
S
店
預
金
の-

K

部
分
0
、
本
店
勘
定 

に
振
替
へ
ら
れ
送
金
せ
ら
る‘、
を
通
例
i
爲
す
だ
敌
に 

地
方
を
し
'て
資
金
：の
貧
血
症
に
苦
し
ま
し
め、

K
に
斯 

か
'
 
る
經
營
が
慢
性
と
な
る
に
至
ら
ぱ
地
方
產
業
は
爲
に 

養
微
す
る
に
.至
ら
ん
と
離
ふ
の
.第
四
の
非
難
に
至
タ
て 

は
、
不
幸
、
，本
邦
の
某
々
大
銀
行
の
經
營
の
實
狀
を
指 

摘
せ
る
；̂
の
あ
，る
を
覺
ふ
、
是
れ
甚
だ
戒
む
べ
し
、
然 

6
と
雖
と
ぶ
大
銀
行
支
店
の
預
金
吸
收
策
に
し
て
水
く 

斯
ル
る
政
策
に
出
づ
る
あ
ら
ん

S
:、

开
は
決
し
て
地
方

雜

錄

¥



雜

'錄
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を
開
發
る
の
所
以̂
に
.あ
ら
'さ
ふ
.の
..み
な
.ら
，デ
、,

又
地 

方
支
店
を
大
に
發
達
サ
し
む
る
の
所
以
に
あ
ら
タ-る
、こ
：
 

か
ぺ
か
ら
卞
。
何
と
な
れ
ぱ
受
信
業
務
の‘
 

數
量
は
、
結
局
授
信
業
務
の
數
量
に
左
，右
せ
ら

4

さ
る 

こ
i
を
得
タ
れ
ぱ
也
。

.
之
を
要
す
る
に
集
取
的
經
營
に
對
す
る
求&
力
は
、 

社
會
的
效
渠
よ
み
®
察
じ
て
、
其
遠
心
方
よ-

CVJ5P

遙 

に
像
大
な
る
ダ
の
'あ
る
は
之
を
爭
ふ
の
餘
.地
な
き
を
信.
 

せ
む
と
欲
す
？

,

、
 

'

終
-
に̂
臨
^
て̂
、
近
世
に
於
け
る
集
中
方
法
*
^
最 

著
明
な
る
彼
の
株
式
鎭
行
の<ロ
併
が
行
は
る
、
に
鹿
し 

合
併
、
被
合
併
、
兩
銀
行
のi

係
者
が
受
く
.る

影
#
を
，約 

說
し
て
攀
を
欄£

ん
i
す
。
而
し
て
坊
し
く
合
併
と

S
 

言

、
南
行
は
！
且
其
存
在
を
突
ひ

I

銀
行
新U

創
立 

せ
ら
る >",

場
合
及
び
<ロ
併
に
依
ら1

行
は
解
散
梢
減 

し
、存
纖
す
べ
きj

行
が
之
を
承
繼
す
る
場<ロ
と
あ
6
、 

而
しV

方
今
め
合
併
の
大
多
數
は
後
者に
，
屬
す
る
を
以 

て
此
影
響
に
關
す
る
觀
察
を
專
ら
之
に
限
る者
と
ず<

七
五

0

ri；

れ
之
に
就

V

は

S
t
e
e
l
e

の
說
け
る

が
如
く(

六)

0
 

0
.
 

親
行
の
株
主
觀
、
被
併<
n

銀
行
の
役
員
觀
及
ぴ
被
併
<
ロ 

艱
行
取
のTi

x>

先
觀
と
別
ち
權
る
を

適
當
i

な
す
べ

し
。
：
 

合
併
談
當
事
者
の
識
に
上
る
や
、
开
は
一
銀
行
の
獨 

力
を

以
て
レ
て
は
營
業
を
^

:
す
る
こ
.と
能
はf

o

ん
場 

<

ロ
、
又

は一

銀
行
が
.有
ず
る
地
盤
は
他
銀
行
の
猫
得
せ 

ん
こ
と
を
欲
す
る
.場
合
のI

一'途
を

出
で
ざ
る
べ
し
。
M

 

し

v
^
<
n

併
銀
行
ょ
6

觀
察
し
て
、
前
者
は
滑

ロ
#

 

後
者
は
積
極
的
合
併
の
原
因
を
爲
す
ぢ
の
な6
と
雖
と 

も

天
體
に
於
て
、，
大
銀
行t
t

合
饼
を
行
ふ
こ
と
に
依 

6

て
、
營
業
連
鎖
中
の
缺
け
お
る
一
鍵
環
を
W

充
し
、
小 

，銀
行
は
恰
好
の
條
件
を
縮
約

P

て
自
ら
を
全
ぅ
ず
ダ 

の
な
る
が
故
に
、
兩
當
事
煮
に
合
併
内
談
の
成
立
せ
る 

上
は
、
.檢
主
總
會
に
於
け
る
議
決
の
定
足
數
を
得
る
の 

極
め
て
密
易
な
.る
は
怪
む
を
須
ゎIt；

る
也
。r

a

て
合
併 

、
の

風

評

一
.

度
傳
は
ら
ん
-£
、
彼
の
大
銀
行
に
於
け
る
積 

立
金
は
§

‘ふ
る
方
式t
依
る
®
資
談
の
發
生
前
に
、 

其
桃W

慣
格
の
騰
貴
す
る
如
き
大
騰
貴
は
之
を
見
る
こ

.

と

を

得

と

雖

被

<
ロ
併
銀
行
め
檢
武
價
格
は
多 

少
騰
貴
す
る
を
趣
例
と
な
す
が
故
に
、
其
#
主
は
或
は 

之
を
實
却
し
或
は
合
併
銀
行
の
桃
式
と
交
換
せ
ら
仏
て 

利
益
を
見
る
こ
i
を
得
べ
し
、
若
し
夫
れ
金
ゆ
銀
行
の 

株
主
に
至
6
て
は
業
務
の
發
诚
に
依6
て
間
接
の
利
霖 

を
受
く
ぺ
き
’は
疑
を
密
れ
さ
る
也
。

被
併
合
銀
行
役
員
は
、
<
ロ
併
の
豫
備
行
爲
お
る
財
產 

目
織
、
贷
偕
對
照
表
等
の
調
製
に
當
 <

>
、

後
來
ロ
傳
的 

に
承
繼
し
來
れ
る
一
切
の
財
産
關
係
を
？
記
錄
せ
ざ
る 

ベ
か
ら
タ
る
の
困
難
を
俘
ふ
べ.し
i

雖
と
ダ
"
其
成
立 

の
曉U

は
、
極
端
な
る
陶
张
の
行
は
れ
を
る
限
6

、
地
方 

金
融
態
に
精
通
せ
る
役
員
は
、
大
に
八
ロ
併
觀
行
の
支
店 

員
と
し
て
重
用
せ
ら
る.
ベ
く
、
其
將
來
は
却
て多
望
な 

る
な
の
あ
る
べ
き
也
、
但
し
合
併
に
依6

て
重
役
會
の 

解
散
す
ベ
き
は
言
を
俟
お
タi

雖と
；；； P

、

道

は

'近

曲

資
 

本
制
下
に
避
く
ベ
か
ら
ざ
る
狀
態
に
し
て
實
業
界
の歸 

僚

政

沿
-"
w
e
a
m
f
e
n
-
h
e
r
r
s
c
h
a
f
t

 

;

の
完
成
の
爲
に*
^

^

好
®
の
.1

刺
激
に
あ
ら
さ
る
な
含A

。 

'

m

錄

次
に
被
併
合
銀
行
の，％

機
者
の
地
位
は
、
禁
中
的
大 

支
店
制
度
に
依
-

CN

て
却
て
擎
圓
を
加
ふ
ぺ
き
を
以
て

jS? 

等
叙
W
-の
必
要
を
.見
す
.
i雖
.と
ダ
、
其
貴
務
者
に
至6
.
 

て
は
最
大
影
を
蒙
る
こ
と
ぉ
免
れ
ざ
る
也
、普
し
大 

銀
行
支
店
に
於
け
る
授
信
業
務
の
經
營
は
之
を
地
方
銀 

行

に

比

較

し

て

自

ら

厳

重

な

る

ぺ

く

、

且

つ

^
^
^
を

徘
 

せ
ん
と
ず
る
の
傾
向
あ
れ
ぱ
也
。
然
と
ダ
之
に
！

^
6
て 

困
難
を
咸
ホ
る
は
信
用
な
き
階
級
に
限
る
、
而
し
て
信 

用
厚
き
債
務
者
に
至
タ
て
は
、
地
方
艱
行
に
比
較
し
一 

，
互
大
な
る
贷
出
資
金
を
摊
有
す
る
新
な
る
大
ま
行
ま 

庇
に
就
更
に
有
利
且
つ
多
額
の
融
通
を
求
む
る
こ 

i
を
，得
A
き
也
？
唯
々
斯6

る
贷
出
方
針
の
.
®ま
は
各
！ 

激
な
る
ベ
か
ら
，

1K、

宜
し
く
地
方
取
引
先
を
し
て
經
營 

集
中
の
嵐
實
な
る
營
業
振6
を
敎
訓
し
つ 
>
漸
腐
す
る 

こ
i
を
要
識
と
爲
す
ぺ
き
の
み
。(
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anking, p. 26'

(

ニ〕
prof* Irving.Fisher, Elementary Principles o£ 

E
s
n
o
m
l
c
s
,

 

pp. 3:il/323̂

(

三)
w
a
g
e
h
o
t
/
L
o
m
b
a
r
d

 Street,-pp. 324-S2S,

s
v (【 O.JPP* 30 f

f
.

' 

,
 

(

五〕

が.。

1

哺
I

-
ぜ
® Principles 

of M
o
n
e
y

 a
n
d

 Banking,

(

六)
stsle) 

.up.,をt
pp. .2
s

 ff, 

>
.

七
五
！

■ W


